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地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』 ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます
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地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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調査研究担当 じゃらんリサーチセンター研究員
森戸香奈子
調査と観光マーケティングを専門とす
る。過去の研究に「2030年観光の未来
需要予測」「三方よしの観光地経営」「じ
ゃらん宿泊旅行調査」シリーズなど。

調査実施
期間・方法

2020年7月31日～2020年8月2日に
インターネット調査

調査対象者 2019年4月～2020年3月に国内宿泊旅
行（帰省や出張、修学旅行は除く）をした
全国20歳以上の人

※記事内で使用している数値は「じゃら
ん宿泊旅行調査」による2019年度の国
内宿泊旅行者の性・年代構成とあわせる
ためウェイトバック集計をしたもの

※調査における「旅行」は国内旅行（海外
は除く）を示す

新型コロナウイルス感染症
拡大による旅行価値観の変化

調査名
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図1  ライフスタイル①：価値観の変化
自粛時の考えや価値観 自粛で初めて考えるようになった／強まった／変わらない／弱まった／自粛以前も今後も考えていないこと 
×コロナ禍収束後に予想される考えや価値観 現在はそうではないが今後は考えるようになりそうなこと／強まりそう／変わらない／
弱まりそう／現在も今後も考えていないの分布割合より分析 

自粛をきっかけに強まった価値観
衛生・健康 衛生には敏感になった／健康や免疫が大事である／運動・体を動かす重要性を感じた
旅 旅行・旅に関する意識や行動は大きく変わると思う
距離感 人との距離感には敏感になった
働き方 働き方に関する意識や行動は大きく変わると思う
モノ マスクや消毒液不足などを経験して改めてモノは大事だと思うようになった

日常・常識の崩壊 自分たちの普段の生活がいかに脆いものであったかを実感した／生きる力、逞しさの必要を感じた／
老後の生活設計が大事である／多くの分野で「こうあるべし」という常識が崩れた

収入・お金 収入の安定が大事である／節約意識が高まった／副業や小遣い稼ぎをしたい
制約の中の工夫 制限されるといろいろと工夫が生まれると思う
三密対策への対価 三密などのリスクを避けるためのサービスを受けるためには少々金額が上乗せされるのは仕方ない
感染リスクへの不安 完全に感染リスクがなくならないと何もできない
家族・助け合い 家族が大事である／人に対してのやさしさの大事さを感じた／競争社会よりは助け合って暮らすべき／仲間との時間の大切さを感じた
格差 世の中の格差、貧富の差を強く感じるようになった／格差のない世の中になって欲しい
自家用車 移動手段は自家用車がベストである
政治 政治の関心が高まった
現実逃避 何も考えずにのんびりしたい／とにかく楽しいことがしたい

これから強まりそうな価値観
身の丈 無理な背伸びはせず身の丈に合った暮らしができればいい
つながり 友人や仲間とのつながりが大事である
エコ・地産地消 地産地消がいい／エコや環境保護の意識が高まった／なるべく修理やメンテナンスして長くモノを使いたい
一人の時間 一人になる時間も大事である
自然 できるだけ自然に緑に触れていたい／必ずしも都市・中心地に住まなくてもよい
能動的 自分で能動的にものごとを決めないといけない

今後は弱まりそう/強まりそうにないこと
自粛時に強まったが、将来は弱まりそうな価値観
外出への抵抗感 外出するのが億劫になった・出不精になった
来訪者への抵抗感 自分の都道府県以外から来た人などよそ者には抵抗感がある
自粛時も将来もそれほど強まることはなさそうな価値観
事業者とのつながり 信頼できるお店・宿泊施設・メーカーであればより強く繋がりたい
共助 困っている人や組織があったら助けたい／近所や地域のコミュニティとのつながりが大事である

所属意識の薄れ
所属する組織やコミュニティの煩わしい人間関係は排除したい／会社や学校からなるべく自由でいたい／
主導権が企業や行政などの組織から自分たち個人に移ったように感じる／自由すぎるのも苦痛である／
他人に迷惑をかけなければどんな生き方をしようが自由だ

人付き合い フェイスツーフェイスのコミュニケーションの必要性・重要性の認識が高まった／新しい出会いの重要性を感じた
社会貢献 会社の社会性・社会貢献などが気になるようになった／社会貢献の意識が高くなった

他者への抵抗感 外国人には抵抗感がある／他人の所作や言動に対していらつくことが多くなった／
「手作り」「ハンドメイド」など工程に人が介する商品には抵抗感が強くなった

物欲 なるべくモノを所有したくない／高級品に関心がなくなった／ファッション・メイクなどの外見に気を使わなくなった

学習・仕事意欲 学習・教養を身につける意欲が高まった／仕事で成果ややり甲斐がそれほど大事だと思わなくなった／
仕事で自己実現をすることがそれほど大事だと思わなくなった

生き方 生きていくのはしんどいと思うようになった
現実逃避 家事に追われる生活から解放されたい
地元意識 生まれ育った場所など地元に帰りたい/今地元に住んでいる人は、住み続けたい
世界とのつながり 世界が身近に感じられるようになった
震災や感染の価値観への影響 震災や感染があっても人の価値観はそれほど大きくは変わらないと思う
個人への監視 ある程度個人が監視されてもよい

変化・流行 世の中の変化についていけない焦燥感が強くなった／情報が溢れて思考停止になっていると感じる／
流行っているものは一応押さえておきたい

投資 投資意欲が高まった

提言その
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に
よ
り
「
衛
生
・
健
康
」「
感
染
リ
ス
ク
へ

の
不
安
」意
識
が
高
ま
り
（
図
１
）、「
感
染

対
策
」「
非
常
用
の
備
蓄
」な
ど
の
自
衛
行

動
を
心
が
け
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
（
図
２
）。
そ
し
て
図
３
「
お
金
の
使
い

方
の
変
化
」
に
よ
る
と
、
健
康
意
識
の
高

ま
り
と
と
も
に
「
健
康
診
断
・
予
防
を
含

め
て
の
医
療
」
に
使
う
費
用
を
増
や
す
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
感
染
症
予
防
の

た
め
や
非
常
事
態
に
お
け
る
対
策
で
あ
り
、

予
想
で
き
た
結
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　し
か
し
人
々
に
起
き
た
変
化
は
、
そ
う

い
っ
た
感
染
症
と
直
接
に
結
び
つ
い
た
も

の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
図
１
「
価
値

観
の
変
化
」
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
当
然

だ
と
思
っ
て
い
た
「
日
常
・
常
識
」が
崩
れ

去
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
で
、「
旅
」や「
働
き
方
」に
対
す
る
意
識

や
行
動
ま
で
も
が
変
わ
る
と
感
じ
て
お
り
、

「
収
入
」
の
安
定
や
節
約
を
重
視
す
る
考

え
方
に
。
さ
ら
に
は
、
身
近
な
人
た
ち
の

あ
り
が
た
み
を
改
め
て
感
じ
た
の
か
、

「
家
族
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
大
事
に
す
る

思
い
を
強
め
て
い
く
。
そ
う
し
た
価
値
観

の
変
化
に
よ
る
影
響
は
、
家
族
と
話
し
た

り
遊
ん
だ
り
す
る
「
家
族
時
間
」
が
増
え

る
と
い
う
実
際
の
行
動
に
も
お
よ
ん
で
い

る
（
図
２
）。
ま
た
、
無
理
な
背
伸
び
は
し

な
い
で
自
分
の
「
身
の
丈
」
に
合
っ
た
暮

ら
し
を
望
ん
で
い
る
よ
う
だ
（
図
１
）
。

「
お
金
の
使
い
方
の
変
化
」（
図
３
）
を
見

て
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
車
と
い
っ
た
社

会
的
に
身
を
装
う
も
の
に
関
す
る
費
用
が

今
後
は
減
り
そ
う
だ
と
い
う
結
果
が
出
て

お
り
、
こ
こ
か
ら
も
身
の
丈
に
合
っ
た
暮

ら
し
を
望
む
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。
こ
う

し
た
人
々
の
変
化
は
、
い
わ
ば
価
値
観
の

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
（
原
始
）
化
が
起
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
一
時
的
な
も
の
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
図
１
で
「
自
粛
時
に

強
ま
っ
た
が
、
将
来
は
弱
ま
り
そ
う
な
価

値
観
」
に
分
類
さ
れ
た
「
外
出
へ
の
抵
抗

感
」「
来
訪
者
へ
の
抵
抗
感
」や
、
図
２
で

「
一
時
的
に
増
え
た
が
、
将
来
は
減
り
そ
う

な
行
動
」に
分
類
さ
れ
た
「
出
前
・
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
利
用
」
な
ど
と
は
違
う
。
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
起
き
た
、
こ
の
先
も
し

ば
ら
く
は
元
に
戻
る
こ
と
な
く
続
く
価
値

観
・
行
動
だ
と
人
々
は
考
え
て
い
る
の
だ
。

健
康
・
安
全
に
危
機
を
覚
え

自
分
と
身
近
な
存
在
を
守
る
生
活
へ

　こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
ア
メ
リ
カ
の
心

理
学
者
・
マ
ズ
ロ
ー
が
提
唱
し
た
「
欲
求

五
段
階
説
」（
Ｐ
6
・
図
Ａ
）か
ら
み
て
も

あ
る
意
味
、
順
当
だ
と
も
言
え
る
。
社
会

の
成
熟
と
と
も
に
高
次
な
欲
求
が
表
出
す

る
と
さ
れ
る
こ
の
学
説
に
な
ら
う
と
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
は
社
会
的
欲
求
～
自
己
実
現

欲
求
が
高
ま
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
健
康
・
安
全
面

に
危
機
意
識
が
生
ま
れ
、
自
分
と
身
近
な

存
在
に
生
活
の
主
軸
が
シ
フ
ト
。
社
会
的

な
自
分
の
存
在
は
後
回
し
に
な
り
、
不
必

要
な
見
栄
よ
り
も
ま
ず
は
自
分
の
生
活
維

持
に
欠
か
せ
な
い
も
の
ご
と
に
目
が
向
い

図2  ライフスタイル②：行動の変化
自粛時の行動（自粛で初めてするようになった／増えた／減った） 
×コロナ禍収束後に予想される行動（現在はしていないが今後はしそう
／増えそう／減りそう） の分布割合より分析

図3  お金の使い方の変化
自粛時のお金の使い方（自粛で初めてお金を使うようになった分野／
増えた費用／減った費用） ×コロナ禍収束後に予想されるお金の使い
方（現在はそうではないが今後はお金を使いそうな分野／増えそうな費用
／減りそうな費用） の分布割合より分析 

自粛をきっかけに増えそうなお金の使い方
家での食事／貯蓄／株など投資／健康診断・予防を含めての医療

将来的に増えそうなお金の使い方
旅行／外食／人との交際（飲食を含む）／趣味／自分のための教養・勉強・スポーツ

自粛をきっかけに減りそうなお金の使い方
外出着／普段着／車／ファッション小物（バッグ・靴等）／インテリア・家具

変化がないお金の使い方
子どものための教養・勉強・スポーツ／家事の代行サービス／土地・住宅／
家電品／設備・内装

自粛をきっかけに増えた行動
感染対策 マスク、手洗い、うがいなどの感染対策を行う
距離感 ソーシャルディスタンスをとる
キャッシュレス キャッシュレス決済を行う
EC インターネット通販を利用する
料理
断捨離
非常用の備蓄 防災グッズや感染対策グッズの備蓄をする
家族時間 家族との会話、一緒に遊ぶ
旅 旅行について考える、過去の旅行を振り返る・懐かしむ
健康 免疫がアップする食品や衣料品を買う

将来的に増えそうな行動
副業・小遣い稼ぎ

運動 人が密集しない屋外で運動やレジャーを行う／
散歩・ジョギングを行う

家庭菜園
投資・資産運用
移住 都市・中心地から地方部へ移動

一時的に増えたが、将来は減りそうな行動
運動 部屋で運動する
テレビ視聴
日用品の備蓄
出前・テイクアウト利用

SNS・ネット閲覧 SNSの閲覧をする／
動画のストリーミングサービスを利用する

在宅勤務
読書 漫画も含む

変化がなかった行動
ゲーム
デリバリー 食材・食事のデリバリーサービスを利用する

オンライン交流・学習
オンライン飲み会・食事会をする／
オンラインエクササイズをする／
オンラインで学習する・教養を身につける

菓子作り

フリマ利用 フリマアプリ・ネットオークションで買う／
フリマアプリ・ネットオークションに出品する

クラウドファンディング支援する
SNS投稿

物欲 高級品・ブランド品を買う／
衣類、化粧品などファッション用品を買う

5 March  2021



て
、
身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
を
重
視
す

る
状
態
に
。つ
ま
り
、「
安
全
欲
求
」「
生
理

的
欲
求
」
と
い
っ
た
低
次
欲
求
が
覚
醒
さ

れ
た
の
が
現
状
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　し
ば
ら
く
は
こ
の
低
次
欲
求
を
満
た
す

た
め
の
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
と
マ
イ
ン
ド
の
健

康
を
重
視
す
る
価
値
観
が
続
く
と
考
え
ら

れ
る
。
旅
行
市
場
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
も
、
こ
の
考
え
方
は
見
過

ご
せ
な
い
概
念
と
な
る
だ
ろ
う
。

三
密
回
避
に
よ
り

地
方
の
ス
ロ
ウ
な
生
活
こ
そ

価
値
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に

　も
う
一
つ
、
今
回
調
査
か
ら
浮
か
び
上

が
っ
た
の
は
地
方
の
ス
ロ
ウ
な
生
活
へ
の

羨
望
だ
。
図
１
「
価
値
観
の
変
化
」（
Ｐ
4
）

に
あ
る
よ
う
に
、「
エ
コ
・
地
産
地
消
」を

重
視
し
、「
自
然
に
ふ
れ
て
い
た
い
」想
い

が
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
上
昇
。
そ
し
て

「
密
」
な
都
市
部
で
生
活
す
る
リ
ス
ク
に

気
づ
き
、
こ
れ
ま
で
疑
う
こ
と
が
な
か
っ

た
「
働
き
方
」
に
関
す
る
意
識
さ
え
見
直

す
機
会
を
得
た
人
々
は
、「
必
ず
し
も
都

市
・
中
心
地
に
住
ま
な
く
て
も
い
い
」
と

い
う
気
持
ち
も
強
ま
っ
て
い
る
。
図
２

「
行
動
の
変
化
」（
Ｐ
5
）を
見
る
と
、
将
来

的
に
増
え
そ
う
な
行
動
の
一
つ
と
し
て
地

方
部
へ
の
「
移
住
」も
挙
が
っ
て
い
る
。
地

方
部
と
都
市
部
の
境
目
は
よ
り
シ
ー
ム
レ

ス
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
ス
ロ
ウ
な
生
活
へ
の
憧
れ
は
、
移
住
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
需
要
を
喚
起
す
る
チ

ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。

図４  ライフスタイルで変わること・変わらないこと

自粛時は増えなかったが、将来的に増えそうなもの
□友人や仲間とのつながり　□身の丈にあった生活　
□自然にふれ、環境に配慮した生活　□家庭菜園、地方部への移動　
□一人になる時間　□能動的に動く必要性　□収入源を増やすこと、投資
□旅行、運動、外食、交際、趣味、自分のための投資　□趣味・余暇　
□人付き合い

➡︎自分自身と身の回りの人・コト、プリミティブな生活を重視

自粛中に増え、今後も強まりそうなもの
□衛生・健康意識　□人との距離感　□働き方・旅に対する意識　
□日常や常識の崩壊を背景にした収入安定を重視する考え、投資、節約意識
□家族の重要性、助け合いの大切さ　□料理、家での食事　
□感染防止対策への対価を払う気持ち　□感染対策・医療
□モノの大切さ、備蓄、自家用車の重要性　
□政治への関心、格差への意識　□感染リスクに対する恐れ　
□楽しいことがしたい「現実逃避」　
□キャッシュレスやECなど新技術を活用した非接触行動

➡︎感染防止対策、政治への関心、現実逃避欲

自粛をきっかけに減りそうなもの
□ファッション・車・インテリアにかけるお金　

➡︎社会的な自分の存在

自粛で増えたが、将来は減りそうなもの
□部屋での運動、テレビ、買いだめ、出前やテイクアウト、
　SNSの閲覧、在宅勤務、読書　□外出自粛　
□他県からの来訪者への抵抗　□家庭での時間、睡眠

➡︎自粛行動とおうち時間

コロナの影響を受けなかったもの
□おうち消費（ゲーム、デリバリー、オンライン、フリマ、
　クラウドファンディング、SNSの投稿）　
□社会への所属感（所属意識の薄れや社会貢献意識、人付き合いの内容そのもの）　
□学習・仕事に対する意欲や目的、教育費　
□高級品やファッション用品などの購買行動 

Column

スロウな生活需要開拓へのヒント：
ワーケーションの課題

　スロウな生活への憧れを、移住やワーケーション
に結び付ける手腕が今後問われていく。今回調査に
よると、就業者ベース（アルバイト・パートは除く）でも
ワーケーションの認知度は44.6％、魅力度（魅力的
に感じる層）は17.1％。旅行市場において需要は決し
て高くないのが現状だ。年収が高くなるほど魅力度
がアップするわけでもなく、それよりも自由度の高い
働き方ができるフリーランスや経営者、既婚者よりは
独身者のほうがターゲットになりやすいだろう。ま
た、日本人になじみのないワーケーションのメリット
を明文化して伝えることやイメージ向上、ターゲット
に応じた商品設計が必要となる。以下のようなポイ
ントに留意しつつ需要を刺激していきたい。

□誰が行くのか？ターゲットと市場規模の見定め
□ワーケーションによるメリットは？
□費用は誰が出す？金銭的メリットの提案も必要
□「旅」というよりも「生活スタイルの一つ」
　としてワーケーションのイメージ向上

Check!
□心身の健康を重視する

マインドは今後も継続しそう

□スロウな生活、地方への憧れを
上手に活用したい

生理的欲求

自己実現欲求

承認欲求

社会的欲求

安全欲求

図Ａ　マズローの欲求五段階説

自分の
ありたい姿を
求める欲求

自分と
近しい人との
安全・安心を
満たす欲求
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旅
へ
の
期
待
は
変
わ
ら
ず
高
い
が

「
で
き
な
い
旅
」が
あ
る
状
況

　図
５
（
Ｐ
8
）
は
「
旅
行
目
的
」「
旅
行

ス
タ
イ
ル
」「
旅
に
求
め
る
も
の
」に
関
す

る
今
後
の
変
化
（
増
や
す
と
思
う
／
減
ら

す
と
思
う
、
よ
り
選
択
）
に
つ
い
て
調
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
旅
行
目
的
」
と
し
て
「
増
え
そ
う
」
な
も

の
に
は
食
・
宿
・
温
泉
に
関
連
す
る
項
目

が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
選
ぶ
人

の
割
合
が
多
い
の
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
る
前

の
２
０
１
９
年
に
調
査
し
た
「
じ
ゃ
ら
ん

宿
泊
旅
行
調
査
２
０
２
０
」
で
も
、
旅
行

目
的
は
１
位
「
地
元
の
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る
」（
37
・
５
％
）、
２
位
「
温
泉
や
露

天
風
呂
」（
33
・
３
％
）、
３
位
「
宿
で
の
ん

び
り
過
ご
す
」（
32
・
５
％
）、
と
今
回
調

査
と
同
様
の
結
果
に
な
っ
て
い
た
。「
減

ら
す
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
項
目
は
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
複
数
人

と
の
接
点
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
も
の
が

選
ば
れ
て
い
る
。

　「
旅
行
ス
タ
イ
ル
」
を
見
る
と
、「
マ
イ

カ
ー
」で
の
旅
が
増
え
そ
う
な
一
方
、「
飛

行
機
・
電
車
・
バ
ス
」で
の
移
動
は
減
る
傾

向
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
「
空
い

て
い
る
と
こ
ろ
」へ
の
旅
が
増
え
、「
都
市

部
」へ
の
旅
や
「
団
体
旅
行
」は
減
り
そ
う

と
の
意
向
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
人
々
が
「
三
密
回
避
」
を
望
ん
で

い
る
こ
と
の
表
れ
と
言
え
よ
う
。

　ま
た
、「
旅
に
求
め
る
も
の
」を
尋
ね
た

と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
の
項
目
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
容
も
従
来
の
「
じ
ゃ
ら
ん

宿
泊
旅
行
調
査
」
の
結
果
と
同
様
で
あ
っ

た
。「
豪
華
・
お
し
ゃ
れ
宿
」な
ど
贅
沢
を

す
る
こ
と
や
、「
流
行
・
話
題
性
」に
対
す

る
期
待
の
声
は
、
増
や
す
／
減
ら
す
の
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は

「
提
言
そ
の
１
」
で
述
べ
た
「
身
の
丈
重

視
」の
傾
向
ゆ
え
と
言
え
そ
う
だ
。

　こ
う
し
た
結
果
を
総
合
す
る
と
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
思
う
よ
う
に
旅
行
が
で
き
な

い
ぶ
ん
旅
行
へ
の
期
待
や
価
値
は
高
ま
っ

た
が
、
求
め
ら
れ
る
旅
行
の
コ
ン
テ
ン
ツ

（
内
容
）
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
身
の
丈

消
費
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
贅
沢

な
旅
や
消
費
型
の
旅
は
鳴
り
を

潜
め
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、

一
方
で
は
旅
行
回
数
が
減
る
こ

と
に
よ
り
逆
に
１
回
の
旅
行
に

か
け
る
単
価
が
上
が
る
と
い
う

動
き
も
予
想
さ
れ
る
。
総
額
で

は
減
少
し
、
単
価
は
上
昇
す
る

と
い
う
二
極
化
が
進
み
つ
つ
も
、

旅
行
の
需
要
自
体
は
回
復
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
変
化
し
た
点
と

い
え
ば
、
三
密
回
避
の
た
め
に
「
し
た
い

け
れ
ど
、
で
き
な
い
旅
行
」
が
あ
る
状
態

だ
と
言
え
る
。

我
慢
を
強
い
ら
れ
た
人
々
は

「
好
き
な
よ
う
に
」

旅
し
た
い
欲
が
あ
ふ
れ
出
す

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
々
は
旅
行
そ
の
も

の
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

旅
行
す
る
際
も
三
密
回
避
の
条
件
に
適
う

行
動
で
あ
る
か
ど
う
か
を
重
視
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ゆ
え
に
団
体
旅
行
は
減
り
、

感
染
拡
大
防
止
リ
テ
ラ
シ
ー
を
自
分
と
同

じ
く
す
る
、
ご
く
近
し
い
人
と
の
少
人
数

旅
行
が
メ
イ
ン
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
傾
向
は
「
同
行
者
の
興
味
に
あ
わ
せ

る
旅
行
」
が
減
っ
て
、
旅
行
者
自
身
の
嗜

好
性
が
よ
り
色
濃
く
出
る
旅
行
が
増
え
る

現
象
を
も
た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
旅
行
を
我
慢
し
て
い
た

ぶ
ん
、
せ
っ
か
く
行
く
な
ら
ば
「
自
分
の

好
き
な
よ
う
に
旅
を
し
た
い
」
と
い
う
想

い
が
表
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
人
数
が
減

る
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
い
、
本
来
の

旅
の「
個
人
化
」が
進
ん
で
い
き
、

地
域
の
個
性
が
よ
り
重
要
に

こ
れ
か
ら
の
旅

ど
う
な
る
？

ど
う
す
る
？

前
述
し
た
よ
う
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

旅
の
ス
タ
イ
ル
や
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
変
化
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
？

提言その

Column

アウトドアなど
3密回避旅の今後は？

 「じゃらん宿泊旅行調査2020」では「旅行目
的」にアウトドアを選んだ人は5％。一方で今
後（2020年夏～2021年以降）にしたい旅行
の目的を尋ねるとアウトドアが9.4％に。今
回調査ではアウトドア目的の旅は「今後は増
やしたい（18％）／減らしたい（18.2％）」と増
減が拮抗し、多少の揺り戻しは起こる可能性
がある。しかし属性別にみるとコロナ禍にお
いても旅行意欲が高い、女性20代やファミリ
ー世代を中心に増やしたい意向が見られる。
聴取方法が異なるため直接比較はできない
が、 しばらくは需要の高まりが続きそうだ。
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意
味
で
の
旅
の
「
個
人
化
」
が
進
ん
で
い

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
の
個
性
再
発
見
に
向
け
て

住
民
視
点
の
観
光
を
考
え
た
い

　そ
う
し
て
「
自
分
軸
の
旅
」
が
中
心
と

な
っ
た
時
、
個
々
人
の
嗜
好
に
適
う
地
域

と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
の

は
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
「
個
性
」で
あ
る
。

で
は
、
い
か
に
し
て
地
域
の
個
性
を
表
現

し
て
い
く
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、

地
域
住
民
や
事
業
者
と
の
関
係
だ
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
各
地
で
問
題
に
な
っ

た
の
は
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
を
恐
れ
る

地
域
住
民
と
、
経
済
へ
の
深
刻
な
影
響
を

懸
念
し
て
観
光
事
業
の
再
開
を
願
う
事
業

者
と
の
意
見
の
対
立
。
こ
の
対
立
構
造
は

「
持
続
可
能
な
観
光
」
の
側
面
か
ら
説
明

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
に
よ
り
一
部
地
域
で
以
前
よ
り
顕

在
化
し
て
い
た
問
題
で
も
あ
る
。
今
こ
そ
、

住
民
視
点
・
地
域
（
事
業
者
）視
点
の
両
方

を
取
り
入
れ
た
観
光
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
時
だ
ろ
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

再
拡
大
に
備
え
る
た
め
に
も
、
住
民
の
意

見
を
も
反
映
し
た
「
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
」

や
、
観
光
資
源
の
発
掘
か
ら
磨
き
上
げ
ま

で
、
戦
略
を
練
り
直
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

る
べ
き
で
あ
る
。
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
地

域
に
な
る
に
は
、
地
域
と
住
民
の
双
方
を

幸
せ
に
す
る
「
地
域
の
個
性
」
を
中
心
に

据
え
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
だ
。

図５  旅に対する意識の変化

旅行目的 ※コロナ禍後に旅の目的として増えそう・減りそうなこと
食 地元のおいしいものを食べる（増40.2％、減7.3％）
宿 宿でのんびり過ごす（増32.5％、減8％）
温泉 温泉や露天風呂（増34.5％、減10.5％）
自然 花見や紅葉などの自然観賞（増30.1％、減9.9％）
観光 名所・旧跡の観光（増28.3％、減11％）、街歩き、都市散策（増25.5％、減14.8％）
ドライブ ドライブ、ツーリング（増20.4％、減13％）
買い物 買い物、アウトレット（増23.4％、減17.6％）
帰省 友人・親戚を訪ねる（増24.3％、減18.6％）、帰省も兼ねて（増19.7％、減15％）

➡気を付けながら戻したい

アウトドア 海水浴、釣り、登山など増18％、減18.2％
➡コロナ禍で市場が一気に拡大。一定数は定着するが揺り戻しも

観戦・鑑賞 スポーツ観戦や音楽・芸術鑑賞（増20.1％、減23.2％）
テーマパーク 遊園地、動物園、博物館など（増22.7％、減21.5％）
スポーツ ゴルフ、テニスなどその他スポーツ（増8.2％、減19.2％）

スキー・スノボ、マリンスポーツ（増8.4％、減20.8％）
イベント お祭りやイベントへの参加・見物（増20.3％、減25.1％）
体験 手作り、果物狩りなど各種体験（増12.3％、減19.2％）

➡人が集まりやすいものには慎重

旅行スタイル ※コロナ禍後に旅の目的として増えそう・減りそうなこと
マイカー 自家用車で移動する旅行（増33.2％、減9.7％）
安い 安く行けるところ（増30.2％、減9.9％）
密回避 空いているところ（増26.9％、減9.5％）、感染者の少ない旅行先（増26.1％、減10.6％）
温泉宿 温泉宿に泊まる（増31.2％、減12.6％）

マイクロツーリズム 居住都道府県の近隣・隣接県への旅行（増31.9％、減13.1％）、
居住地の都道府県内の旅行（増24.5％、減11.7％）	 	

近隣以遠 近隣・隣接県よりも遠い地域への旅行（増34.6％、減16.4％）、地方部（増24.5％、減11％）	 	
➡増やしたい

誰と 夫婦旅行（増17.9％、減12.8％）
友人・知人との旅行（増15.5％、減17.4％）
カップル旅行（増9.6％、減12.6％）

宿におこもり 宿泊施設にとどまりあまり外を出歩かない旅行（増17％、減15.1％）、
海や山などでのリゾートホテル滞在（増16.4％、減17％）

家族旅行 子連れ家族旅行（増16.8％、減12.3％）、親連れ家族旅行（増12.4％、減14.2％）、
その他の家族旅行（増9.9％、減12.5％）
ひとり旅（増13.3％、減17.1％）

➡コロナ禍に影響されず変わらない／増やすか減らすか悩ましい／コロナ禍により増えたが今後は減らすかも

屋外 キャンプやゴルフなど、屋外での活動が中心の旅行（増12.4％、減19.2％）

移動 飛行機で移動する旅行（増15.9％、減26.5％）、
電車で移動する旅行（増14.9％、減26.3％）、バスで移動する旅行（増8.7％、減33.1％）
都市部（増13.6％、減29.6％）

団体 職場やサークルなどの団体旅行（増6.5％、減20.8％）
➡感染防止対策として減らしたい／コロナ禍により増えたが今後は減りそう

旅に求めるもの※コロナ禍後の旅における期待値の増減、一部抜粋
食 おいしい食・酒を楽しむ（増39.1％、減10.1％）、

季節ならではの食を楽しむ（増36.1％、減8.9％）
自然 自然や緑が多い場所へ行く（増33.8％、減8.5％）

癒やし・リフレッシュ
自宅を離れて気分転換をする（増40.3％、減11.7％）、
ゆっくり自分のペースで過ごす（増25.9％、減8.4％）、日頃の疲れをとる（増31.1％、減7.9％）、
泉質の良い温泉に入る（増27.7％、減13.1％）

その地ならでは そこにしかないものを見る・体験する（増25％、減12.2％）、
その土地や場所の世界観を味わう（増24.6％、減12.1％）

思い出・絆づくり 家族・友人・知人と特別な場所で過ごす（増27％、減10.4％）、
思い出の地をめぐる（増19.8％、減11.9％）

イベント・体験
特定期間しかできないイベントを体験（増21.8％、減14.9％）、
知らない土地の生活・文化・歴史にふれる（増19.7％、減13.4％）、
家族に体験してほしい場所・イベントがある（増16.5％、減12.6％）

➡旅に期待する内容は基本変わらず、期待値は今後もっと高まる

豪華・おしゃれ宿 おしゃれな宿に泊まる（増18.5％、減17.1％）、素敵な宿に泊まる（増18.6％、減17.5％）、
由緒のある宿に泊まる（増16.1％、減15.1％）

その他 みんなでスポーツ・イベントを体験（増16.4％、減17.6％）、
みんなが旅行する時期に自分も旅行する（増20.2％、減22.9％）

流行・話題性 最近、話題の場所を訪れる（増18.9％、減17.4％）
➡コロナ禍により贅沢や話題性に対する価値観は下降気味。人が集まる可能性のあることは避けたい想いも見える

Check!
□旅はより「利己的」
「個人化」が進みそう

□個々人の要望に適う
「個性」が地域に
求められる

□地域のブランディングを
練り直す好機とすべし
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今
後
の
旅
行
に
対
す
る
意
向
は

同
じ
年
代
・
性
別
で
も
バ
ラ
バ
ラ

　今
回
調
査
で
は
「
現
在
の
旅
行
意
向
」

に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
る
（
図
６
）。「
ま

っ
た
く
行
き
た
く
な
い
」
人
は
15
・
５
％

で
、
特
に
女
性
50
代
以
上
に
そ
の
傾
向
が

多
く
見
ら
れ
た（
女
性
50
代
22
・
１
％
、
女

性
60
歳
以
上
21
・
２
％
）。
旅
行
を
し
た
い

意
向
は
女
性
よ
り
も
男
性
が
高
く
、「
ま

っ
た
く
行
き
た
く
な
い
＝
０
点
、
行
き
た

く
て
仕
方
が
な
い
＝
９
点
、
す
で
に
行
く

こ
と
を
決
め
た
＝
10
点
」
と
し
た
場
合
の

男
性
平
均
は
５
・
２
点
、
女
性
平
均
は
４
・

６
点
だ
っ
た
。
し
か
し
全
体
的
に
見
る
と

旅
行
意
向
は
分
散
し
て
お
り
、
同
じ
女
性

で
あ
っ
て
も
「
ま
っ
た
く
行
き
た
く
な

い
」
が
50
代
は
22
・
１
％
だ
っ
た
が
20
代

で
は
９
・
７
％
（「
行
き
た
く
て
仕
方
が
な

い
」17
・
３
％
）と
な
っ
て
い
る
。
性
別
だ

け
で
は
な
く
年
代
や
年
収
、
居
住
地
の
い

ず
れ
で
も
は
っ
き
り
と
傾
向
が
分
か
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
で
旅
行
者
の
セ

グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
際
、

年
代
や
性
別
で
は
な
く
「
旅
行
意

向
別
」
と
い
う
視
点
で
の
分
類
を

行
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は

旅
行
意
向
10
点
～
８
点
を
「
大
」、

７
点
～
４
点
を
「
中
」、
３
点
～
０

点
を
「
小
」
の
３
タ
イ
プ
に
分
類

し
、
３
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に

こ
れ
か
ら
の
旅
行
市
場
に
お
け
る

具
体
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

を
考
え
て
い
き
た
い
。

今
後
の
旅
行
意
向
の
高
低
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
分
け
た
打
ち
手
を

こ
れ
か
ら
の
旅

ど
う
な
る
？

ど
う
す
る
？

こ
れ
か
ら
の
旅
へ
の
対
応
策
を
考
え
る
際
、
性
別
や
年
齢
で
は
な
い
、

新
た
な
視
点
で
の
属
性
で
分
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

提言その

需
要
回
復
に
向
け
た
施
策
が

打
ち
出
せ
な
け
れ
ば

旅
行
者
３
割
減
の
お
そ
れ
も

　ま
ず
は
旅
行
意
向
「
大
」「
中
」「
小
」
そ

れ
ぞ
れ
の
層
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。
各

層
の
特
徴
は
図
9
（
Ｐ
11
）
に
も
ま
と
め

て
あ
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。
さ
て
、

全
体
の
22
・
７
％
に
あ
た
る
旅
行
意
向

「
大
」
の
層
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
ア

ク
テ
ィ
ブ
で
、「
旅
行
や
飲
食
店
で
の
飲

食
に
つ
い
て
」
の
考
え
を
尋
ね
た
設
問

（
Ｐ
10
・
図
７
）
に
対
し
て
「
ウ
イ
ル
ス
が

完
全
に
収
束
し
て
い
な
く
て
も
、
う
ま
く

や
り
く
り
し
て
飲
食
店
で
飲
食
を
し
た
い

／
旅
行
に
出
か
け
た
い
」
と
回
答
し
た
人

が
多
数
（
飲
食
店
で
飲
食
を
し
た
い
70
・

５
％
、
旅
行
に
出
か
け
た
い
63
・
６
％
）。

彼
ら
は
特
別
に
強
い
施
策
を
打
た
ず
と
も

動
い
て
く
れ
る
、
旅
行
市
場
に
と
っ
て
あ

り
が
た
い
存
在
だ
。
次
に
、
全
体
の
43
・

２
％
に
あ
た
る
旅
行
意
向
「
中
」の
層
は
、

同
質
問
に
対
し
「
飲
食
を
し
た
い
」が
61
・

８
％
、「
旅
行
に
出
か
け
た
い
」が
52
・
３

％
と
な
り
、「
大
」の
層
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
動
い
て
く
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
し

か
し
全
体
の
約
34
％
に
あ
た
る
旅
行
意
向

「
小
」
の
層
は
、「
飲
食
を
し
た
い
」
が
38
・

２
％
、「
旅
行
に
出
か
け
た
い
」が
23
・
７

％
に
と
ど
ま
り
、「
ウ
イ
ル
ス
が
完
全
に

収
束
し
て
か
ら
旅
行
し
た
い
」
を
選
ん
だ

人
が
94
・
８
％
に
上
っ
た
。

　ま
た
、「
今
後
の
旅
行
時
期
」を
尋
ね
た

と
こ
ろ
（
Ｐ
10
・
図
８
）、
旅
行
意
向
「
大
」

の
層
に
お
け
る
約
６
割
、「
中
」の
層
に
お

け
る
約
４
割
が
「
２
０
２
０
年
末
ご
ろ
ま

で
（
に
は
行
き
た
い
）」と
回
答
し
た
。
一

方
で
旅
行
意
向
「
小
」
の
層
は
約
５
割
が

「
ま
だ
行
き
た
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
回

答
し
、「
２
０
２
０
年
末
ご
ろ
ま
で
」を
選

ん
だ
の
は
わ
ず
か
１
割
未
満
。
今
回
調
査

の
回
答
者
は
２
０
１
９
年
度
に
は
宿
泊
旅

行
を
し
た
人
に
限
定
し
て
お
り
、
も
と
か

ら
旅
行
嫌
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
こ
の
結
果
な
の
だ
。
全
体
の
３

割
に
あ
た
る
旅
行
意
向
「
小
」
の
層
を
旅

行
市
場
に
呼
び
戻
す
に
は
、
何
ら
か
の
施

策
を
打
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図６  現在の旅行意向

まったく行きたくない 0 15.5％

旅行意向
小

行きたくない 1 4.8％

2 7.0％

3 6.8％

4 4.9％

旅行意向
中

5 13.2％

6 11.8％

7 13.3％

行きたい 8 8.2％
旅行意向

大行きたくて仕方がない 9 10.7％

すでに行くことを決めた 10 3.8％

平均加重点 4.9点
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コ
ロ
ナ
禍
の
第
１
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

旅
行
意
向
「
大
」の
層

　こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
期
に
応
じ
て
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
選
ん
で
、
３
つ
の
層
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
ま
ず
「
コ
ロ
ナ
禍
ア
ク
テ

ィ
ブ
層
」と
も
言
え
る
旅
行
意
向
「
大
」の

層
に
は
、
旅
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
リ
ー

ド
し
て
も
ら
う
べ
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

を
待
た
ず
に
継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
身
近
な
人
と
の
三
密
回

避
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
前
提
に
、
た
と
え
ば

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
遠
距
離
旅
行

や
、
旅
行
者
分
散
化
に
向
け
た
平
日
旅
行

も
視
野
に
入
れ
た
提
案
を
行
っ
て
い
く
。

彼
ら
に
は
旅
行
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
も
ら

う
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
の
だ
。
こ
の
層

に
は
単
身
者
や
若
年
層
が
多
い
た
め
、
彼

ら
が
好
む
自
由
度
の
高
い
旅
行
ス
タ
イ
ル

（
場
面
化
、
個
人
化
）に
配
慮
し
た
プ
ラ
ン

や
、
話
題
性
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
、
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
）、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
お
土
産
）

な
ど
の
工
夫
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　旅
行
意
向「
中
」の
層
は
、「
大
」の
層
に

続
く
コ
ロ
ナ
禍
サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
彼
ら
は
世
情
を
見

な
が
ら
施
策
次
第
で
動
い
て
く
れ
る
「
世

情
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
」
だ
。
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
よ
り
は
、「
旅
行
市

場
に
活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
」
感
を
も

た
せ
る
こ
と
が
彼
ら
を
動
か
す
に
は
有
効

だ
ろ
う
。
ま
た
、「
同
行
者
は
ど
こ
ま
で
連

れ
て
行
っ
て
よ
い
？
」「
公
共
交
通
機
関

は
安
全
な
の
？
」
と
い
っ
た
旅
行
す
る
に

あ
た
っ
て
抱
く
懸
念
点
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
「
指
南
」
を
示
せ
る
と
安
心
感
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
行
動
に
移
し
て
も

ら
い
や
す
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
ま
ず
は

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
旅
行
市
場
に
戻

っ
て
来
て
も
ら
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
期

か
ら
徐
々
に
遠
方
を
含
め
た
旅
を
提
案
す

る
の
が
よ
さ
そ
う
だ
。

旅
行
意
向
「
小
」の
層
の

呼
び
戻
し
に
向
け
長
期
的
視
点
で

業
界
全
体
と
し
て
取
り
組
み
た
い

　そ
し
て
簡
単
に
は
動
い
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
、「
新
・
休
眠
層
」と
も
い
え
る
旅
行

意
向「
小
」の
層
に
は
、
ど
ん
な
施
策
が
有

効
だ
ろ
う
か
。
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
恐
怖

心
が
強
い
彼
ら
は
「
こ
の
状
況
下
で
旅
す

る
こ
と
」
に
対
す
る
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
旅
行
資
金
の
援
助
と
い
っ
た
経

済
的
支
援
で
は
動
か
な
い
。
彼
ら
に
対
し

て
は
「
旅
に
来
て
」
と
や
み
く
も
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
は
得
策
で
は
な
く
、
拒
否

反
応
を
抱
か
せ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
前
に
ま
ず
は
、
彼
ら
の
心
に
寄
り
添

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
だ
。
た
と
え
ば
コ

ロ
ナ
禍
以
降
は
来
訪
し
て
い
な
い
か
つ
て

図７  現在の旅行や飲食店での飲食について  ※「とてもそう思う＋ややそう思う」の割合

■全体＋10pt以上 ■全体＋5pt以上   ■全体－5pt以下 ■全体－10pt以下 全体 旅行意向
大

旅行意向
中

旅行意向
小

旅行をするのは、世の中の雰囲気的に抵抗がある 88.8 81.9 87.9 94.5
今は旅行を心から楽しめる状況ではない 89.0 83.3 86.7 95.7
ウイルスが完全に収束してから旅行したい 86.1 76.3 84.4 94.8
今は飲食店での飲食をするのを心から楽しめる状況ではない 85.3 76.9 83.4 93.3
飲食店での飲食をするのは、世の中の雰囲気的に抵抗がある 77.0 66.8 75.0 86.3
ウイルスが完全に収束してから飲食店で飲食をしたい 76.6 65.5 74.8 86.2
旅先の住民の目が気になる 74.3 68.4 71.8 81.4
飲食店での飲食をするのは、飲食店のある現地の住民の目が気になる 58.6 51.5 55.7 67.0
旅行をするのは、自分の住んでいる地域の人（ご近所さん）の目が気になる 56.0 47.4 54.2 64.2
ウイルスが完全に収束していなくても、うまくやりくりして飲食店で飲食をしたい 55.7 70.5 61.8 38.2
飲食店での飲食をするのは、自分の住んでいる地域の人（ご近所さん）の目が気になる 45.9 36.4 45.2 53.2
ウイルスが完全に収束していなくても、うまくやりくりして旅行に出かけたい 45.1 63.6 52.3 23.7

全体

旅行意向 大

旅行意向 中

旅行意向 小

図８  今後、考えている旅行時期
2020年末ごろまで
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の
顧
客
に
、
自
分
た
ち
の
近
況
を
知
ら
せ

な
が
ら
顧
客
で
あ
る
彼
ら
の
健
康
を
祈
る

よ
う
な
手
紙
を
出
す
。
そ
う
し
て
か
つ
て

体
験
し
た
楽
し
か
っ
た
旅
を
思
い
出
し
て

も
ら
い
、
彼
ら
に
旅
と
の
接
点
を
も
た
せ

続
け
る
こ
と
、
旅
に
意
識
を
向
け
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

　そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
き
た

ら
、
ま
ず
は
帰
省
や
ご
く
近
し
い
人
と
の

旅
や
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
提
案
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
は
彼
ら
が
唯
一
、
今

も
旅
に
求
め
て
い
る
「
癒
や
し
・
再
生
」を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
も
い
い
だ
ろ
う
。「
提

言
そ
の
１
」
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
々
の

価
値
観
が
変
わ
り
「
し
ば
ら
く
は
フ
ィ
ジ

カ
ル
と
マ
イ
ン
ド
の
健
康
を
重
視
す
る
価

値
観
が
続
く
」
と
述
べ
た
通
り
、
安
全
性

に
対
す
る
怯
え
や
危
機
感
の
よ
う
な
気
持

ち
を
抱
い
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
こ
う
し
た
不
安
感
や
心
の
疲
れ
は
、

旅
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
癒
や
せ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　今
回
対
象
と
し
た
の
は
２
０
１
９
年
に

旅
行
経
験
の
あ
る
人
た
ち
だ
が
、
一
方

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
な
ど
で
新
た
に
旅
行

に
行
き
始
め
た
新
規
顧
客
の
存
在
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
既
存
顧
客
の
需
要
低
減
の

リ
ス
ク
と
、
新
規
顧
客
の
新
た
な
需
要
と

を
平
行
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
市
場
回

復
へ
の
手
立
て
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

図9  旅行意向別にみたターゲット層のプロファイル

図10  コロナ禍回復期に応じた旅行意向別マーケティング戦略

国内旅行意向 国内旅行意向 国内旅行意向
大 中 小

プロファイル 旅行への意向が非常に高く、ウイルス
への恐怖度も比較的低め。ウイルスが
収束していなくても、なんとかやりくりし
て飲食や旅行を楽しみたい意欲がある

フォロワー的な要素をもっており、2021
年までにはほぼ戻ってくるターゲット層。
Go To トラベルである程度動いている
可能性が高い

ウイルスに抵抗があり、2021年になって
も旅行意向は戻らない見込み。Go To 
トラベルなど経済施策では動かない
層。コロナで価値観が大きく揺さぶら
れ、心理的にダメージが大きい

属性 男女比はほぼ半々。単身世帯の比率が
高い

男性比率が高め。特に50代のシェア
が大きい

女性比率が高め、特に50代以上の割
合が高い。夫婦のみの世帯のシェアが
3割近く

年間旅行平均回数 3.4回 2.6回 2.1回

年間旅行平均単価 5万4824円 4万9740円 5万2421円

雇用不安 不安なし 60.8％ 不安なし 55.7％ 不安なし 55.3％

資産・収入減 不安なし 30.5％ 不安なし 22.6％ 不安なし 24.3％

他人に感染させるリスク認識 81.0% 81.6% 87.8%

価値観のゆらぎ 仲間意識が強まる 少ない 大きく変化

コロナ禍が完全に収束
していない時期の旅行意向

うまくやりくりして旅したい63.6％ うまくやりくりして旅したい52.3％ 完全に収束してから旅したい 94.8％
（うまくやりくりして旅したい23.7％）

旅への期待
※図5の「旅に求めるもの」
　各項目に対する期待の増減

すべてUP すべてDOWN 「癒やし・再生」のみUP

コロナ禍後の旅行資金 増やす 51.3％、変化なし 33.5％、
減らす 15.2％

増やす 38.1％、変化なし 43.9％、
減らす 18％

増やす 38.4％、変化なし 36.9％、
減らす 24.7％

Go To トラベル利用意向 75.0% 62.8% 31.5%

感染症対策に関して
施設に対する要求水準

平均的 意向「大」よりも低く、ウイルスに起因して
旅行の可否を決めるわけではなさそう

要求水準が高い

今後の戦略 より多く旅行に行ってもらい景況感を
担ってもらう

周りに影響を受けるためPRが最も効
果的か

旅行に戻ってもらうためには根本的な
解決策が必要

国内旅行意向 国内旅行意向 国内旅行意向
大 中 小

コロナ禍アクティブ層 コロナ禍サブターゲット 新・休眠層
コロナ禍

三密回避／
withコロナ時代の旅行スタイルの
けん引役／
遠方への旅行／旅の分散化

旅行市場の回復感を伝える／
不安の解消／マイクロツーリズム 寄り添うメッセージ

コロナ後中期
徐々にアクティブ層的な旅行に
戻していく／遠方への旅行

コロナ禍旅行の不安の解消／
コロナ禍でも可能な旅の提案

コロナ後長期 マイクロツーリズム／帰省／
癒やし・回復旅
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全体

性別 男性

女性

年代別 20代

30代

40代

50代

60歳以上

旅行意向別 高い（8点～10点）

やや高い（6点～7点）

低い（1点～5点）

なし（0点）

高
齢
層
よ
り
も
若
年
層
の
ほ
う
が

再
訪
意
向
、
支
援
意
向
と
も
高
め

　前
出
の
図
６
「
現
在
の
旅
行
意
向
」（
Ｐ

９
）
を
見
る
と
、
旅
行
を
し
た
い
気
持
ち

は
あ
っ
た
と
し
て
も
行
く
と
決
め
た
人
は

３
・
８
％
の
み
で
、「
旅
行
が
し
た
い
け
れ

ど
で
き
な
い
、
た
め
ら
う
」
状
態
の
人
が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
証
明
す
る

か
の
よ
う
に
、
旅
行
者
の
激
減
や
宿
泊
予

約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
苦
し
む
観
光
地
や
宿

の
姿
も
た
び
た
び
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
光
・
旅
行
業
界

に
対
し
て
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を

抱
い
て
い
る
の
か
。
そ
の
調
査
結
果
を
図

11
・
12
・
13
に
ま
と
め
た
。

　図
11
「
過
去
に
泊
ま
っ
た
宿
や
な
じ
み

の
地
域
に
対
す
る
今
後
の
旅
行
意
向
」
を

見
て
み
る
と
、
宿
へ
の
リ
ピ
ー
ト
意
向

（
ぜ
ひ
行
き
た
い
＋
で
き
れ
ば
行
き
た
い
）

は
全
体
の
９
割
弱
に
上
っ
て
い
る
。
年
代

別
で
も
20
代
～
60
歳
以
上
の
全
年
代
で
リ

ピ
ー
ト
意
向
が
８
割
を
超
え
て
い
た
。
そ

し
て
男
性
よ
り
も
女
性
が
、
高
齢
層
よ
り

も
若
年
層
の
ほ
う
が
「
ぜ
ひ
行
き
た
い
」

気
持
ち
は
よ
り
高
い
傾
向
。
特
に
女
性
20

代
・
30
代
は
と
も
に
「
ぜ
ひ
行
き
た
い
」が

４
割
を
超
え
て
い
た
。

　ま
た
、
図
12
「
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
る
観
光
地
や
な
じ
み
の
宿
に
対
す
る
支

援
意
向
」
を
見
る
と
、
全
体
の
７
割
超
が

支
援
意
向
（
す
で
に
支
援
し
た
＋
ぜ
ひ
支

旅
行
業
界
へ
の
支
援
の
高
ま
り
に

相
応
し
い
存
在
と
な
る
べ
し

こ
れ
か
ら
の
旅

ど
う
な
る
？

ど
う
す
る
？

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
旅
行
業
界
に
対
す
る
支
援
の
声
は

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。

提言その

30.4 49.6 13.2

23.5 61.2 13.5

30.4 61.1 7.3

53.2 41.2 4.4

24.4 62.5 11.3

34.1 55.1 8.6

34.7 56.1 7.0

38.1 49.0 11.0

37.4 46.9 11.7

35.7 53.0 9.5

30.2 56.8 10.2

33.1 54.8 9.8

あまり
行きたくない

できれば
行きたい

まったく
行きたくない

図11  過去に泊まった宿やなじみの地域に対する今後の旅行意向
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全体

性別 男性

女性

年代別 20代

30代

40代

50代

60歳以上

旅行意向別 高い（8点～10点）

やや高い（6点～7点）

低い（1点～5点）

なし（0点）
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援
し
た
い
＋
で
き
れ
ば
支
援
し
た
い
）
を

示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
リ
ピ
ー
ト
意
向
も

支
援
意
向
も
、
全
体
的
に
高
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
あ
り
が
た
い
調
査
結
果
が
出
て

い
る
の
だ
。
そ
し
て
旅
行
意
向
が
高
い
ほ

ど
、
そ
の
傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
る
。

「
値
上
げ
も
や
む
な
し
」が

多
数
派
を
占
め
つ
つ
、

安
さ
重
視
の
ヘ
ビ
ー
旅
行
者
も
存
在

　図
13
（
Ｐ
14
）の
「
宿
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
よ
る
料
金
値
上

げ
」に
つ
い
て
は
、「
あ
る
程
度
の
値
上
げ

は
仕
方
な
い
」「
対
策
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
あ
る
程
度

の
値
上
げ
は
仕
方
な
い
」
を
合
わ
せ
る
と

９
割
が
値
上
げ
を
受
容
し
て
い
る
様
子
。

そ
し
て
年
代
が
若
い
ほ
ど
受
容
す
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
た
。

　旅
行
意
向
別
に
見
る
と
意
向
「
大
」に
分

類
し
た
層
（
旅
行
意
向
８
点
～
10
点
）
は

「
あ
る
程
度
の
値
上
げ
は
仕
方
な
い
」と
回

答
し
た
割
合
が
28
・
８
％
と
高
か
っ
た
一

方
で
、「
値
上
げ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

経
営
努
力
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
人
も
14
・
３
％
に
上
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
全
体
と
比
べ
て
４
・
３
ポ
イ
ン
ト
高

く
、
旅
行
意
向
「
中
」「
小
」
の
層
と
比
べ

て
も
高
い
割
合
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は

値
上
げ
も
受
け
入
れ
ム
ー
ド
で
は
あ
る
が
、

費
用
を
抑
え
つ
つ
何
度
も
旅
行
を
し
た
い

と
考
え
る
よ
う
な
、
安
さ
重
視
の
ヘ
ビ
ー

旅
行
者
が
一
部
に
は
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

Column

仮説検証：これからの旅の7つのキーワード

『とーりまかし』2020年9月号（P28）にて、コロナ禍による旅への影響について
の考察を行い、「旅行価値観の変化」として7つのキーワードを挙げていた。今
回の調査結果をもとに、その仮説と現状の差異を検証した結果は次の通り。
仮説 検証結果
旅の近場化 地元の良さを知る・

地元への愛着が増す
○ 遠方への需要は増加するが、保守

的な層で近場旅行はやや残る

旅の若年化 シニア層が旅行を控え
若年層のシェア増

○ シニア女性で旅への抵抗が高く、
市場から脱落する可能性

旅の二極化 お金をかける贅沢な旅と、
気にしない節約旅

△「行く・行かない」の二極化がまず起
こる。旅費UPに対しては許容アリ

旅の個人化 より個人的な旅が増え、
同行者人数は減る

◎ 同行人数は減少する。また不特定
多数との接触を減らしたい意向

旅の分散化 混雑を回避し、
人の少ない地域を選ぶ

○ 需要は高い。あとはどう着地側が
対応するか

旅の長期化 ワーケーションなど
滞在期間の長期化

△ 需要は低いので受容度を上げるた
めの工夫を

旅の内包化 同行者との絆を
深める旅へ

△ 同行者として「アリ」な範囲には人
によって迷いがある

図12  大きな打撃を受けている観光地やなじみの宿に対する支援意向
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実
際
に
支
援
し
て
も
ら
え
る

地
域
で
あ
る
た
め
に
は

「
報
恩
」の
気
持
ち
が
必
須

　前
述
し
た
調
査
結
果
か
ら
は
、
な
じ
み

の
宿
・
地
域
へ
の
リ
ピ
ー
ト
意
向
、
支
援

意
向
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
へ
の
受
容
度

は
い
ず
れ
も
高
く
、
観
光
・
旅
行
業
界
に
対

し
て
の
応
援
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
支
援
意
向

を
実
際
の
行
動
に
移
し
て
も
ら
う
に
は

「
支
援
し
た
く
な
る
宿
・
地
域
」で
あ
る
こ
と

が
前
提
条
件
と
な
る
。こ
れ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
顧
客
と
の
関
係
性
構
築

（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
＝C

u
stom

er R
elation

sh
ip 

M
an

ag
em

en
t

）
と
、
そ
れ
に
よ
る
顧

客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
（
顧
客
か
ら
の
信
頼
、

愛
着
）
の
獲
得
が
、
今
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

　顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
絶
対
的
に
必
要
な
視
点
が
、「
お
互

い
様
」＝
「
旅
行
者
と
地
域
・
事
業
者
側
が

対
等
な
関
係
で
あ
る
」
こ
と
だ
。
た
と
え

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
状
況
下
で
あ

っ
て
も
、「
う
ち
の
業
界
は
被
害
を
受
け

て
い
る
か
ら
支
援
し
て
も
ら
っ
て
当
然

だ
」「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
、
値
上
げ
も
許
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
」と
い
う
考
え
方
、「
与

え
ら
れ
る
こ
と
」
を
当
然
と
す
る
姿
勢
が

透
け
て
見
え
た
ら
、
せ
っ
か
く
人
々
に
高

ま
っ
て
い
た
支
援
意
欲
も
そ
が
れ
て
い
く

だ
ろ
う
。
厚
意
は
あ
り
が
た
く
受
け
取
り

つ
つ
、
そ
の
恩
に
報
い
る
気
持
ち
、
自
分

た
ち
か
ら
「
与
え
る
こ
と
」
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
被
害
を
受
け
て

い
る
の
は
、
観
光
・
旅
行
業
界
だ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
旅
行
者
に
寄
り
添
う
共

感
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
顧
客
と
の
信

頼
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
商
売
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

　図
Ｂ
に
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
獲
得
に
向

け
た
行
動
例
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
す
ぐ
に

で
も
着
手
で
き
る
も
の
も
無
数
に
あ
る
。

そ
し
て
旅
行
者
側
の
支
援
意
向
が
高
ま
っ

て
い
る
今
こ
そ
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
実
行
に
移
す
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
種
を
ま
き
続
け
て
顧
客
の
信

頼
・
愛
着
を
育
ん
で
い
く
こ
と
は
困
難
な

状
況
を
乗
り
切
る
力
と
な
り
、
や
が
て
コ

ロ
ナ
禍
を
抜
け
出
た
際
に
は
大
き
く
花
開

い
て
自
分
た
ち
の
財
産
と
な
る
は
ず
だ
。

「
こ
れ
か
ら
の
旅
」に

欠
か
せ
な
い
視
点
と
は

　地
域
・
事
業
者
と
旅
行
者
の
関
係
性
に

加
え
て
も
う
一
つ
、
住
民
と
の
関
係
性
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
提
言
そ
の
２
」で

述
べ
た
よ
う
に
、「
選
ば
れ
る
地
域
」と
な

る
た
め
に
は
地
域
の
個
性
を
大
切
に
し
た

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
「
地
域
住
民
」と
「
地
域
・
事
業

全体

性別 男性

女性

年代別 20代

30代

40代

50代

60歳以上

旅行意向別 高い（8点～10点）

やや高い（6点～7点）

低い（1点～5点）

なし（0点）

図13  宿やテーマパークの感染拡大防止対策による料金値上げに対する受容性
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値上げは
受け入れられない。 

経営努力で
なんとかしてほしい

対策がしっかりしていることが 
確認できれば、 

ある程度の値上げは仕方ない
ある程度の

値上げは仕方ない



担
当
研
究
員
よ
り

じゃらんリサーチセンター
研究員

森戸香奈子
もりと  かなこ

「買わせよう」
「来させよう」などの

短絡的な
損得思考ではダメ

者
」
と
の
関
係
性
構
築
も
重
要
で
あ
る
か

ら
だ
。「
地
域
・
事
業
者
」「
住
民
」「
旅
行

者
」
が
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

に
利
益
を
享
受
で
き
る
「
三
方
よ
し
」
の

実
現
を
目
指
し
て
前
へ
進
ん
で
い
く
こ
と

こ
そ
、
こ
の
厳
し
い
状
況
に
打
ち
勝
っ
て

観
光
・
旅
行
業
界
が
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

図B　顧客ロイヤルティ獲得のためのKFS（重要成功要因）

Check!
□なじみの宿・地域への

再訪・支援意向は高い

□支援したくなる宿・地域を
目指し、顧客の厚意を育む
取り組みを

□「地域・事業者」「住民」「旅行
者」の三方よしを目指して 
前進！

具体的行動例
□気遣い（特に人の温もり）　
□安価、無料プレゼント、ノベルティ
□お試し　□診断・相談
□情報提供
　（ニュースレター封書、メルマガ、SNSなど）
□交流する　□手伝う　□不安・リスクの解消　
□人を紹介する
□ほめる、励ます、感謝を伝える　□傾聴する
□課題整理のお手伝い　□選択肢の提示　
□解決策の提案

報恩性の原理
＝「与え続ける」（忘れられないプロセス）

大切なのは客を下に見ず、自らを下げず、
「対等であること」「お互い様」「利他の精神」

コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
に

な
ぜ
対
応
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
？

　多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
旅
行
需
要
は
必

ず
戻
っ
て
く
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
ら
ば

そ
れ
ま
で
ど
う
耐
え
る
か
が
お
お
よ
そ
の

受
け
取
り
方
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
耐
え
れ

ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
が
判
断
の

難
し
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　と
あ
る
地
域
の
土
産
店
が
2
0
2
0
年

の
夏
頃
に
「
客
に
来
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
言

っ
て
い
た
の
を
見
た
の
だ
が
、
な
ぜ
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
世
界
に
適
応
し
よ
う
と
し

な
い
の
か
が
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
の
中
で
、

旅
行
業
界
は
た
だ
待
つ
だ
け
に
な
っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。

　も
ち
ろ
ん
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
、

戦
略
を
変
更
す
る
な
ど
努
力
を
重
ね
る
地

域
事
例
も
多
く
見
て
き
た
が
、
世
の
中
の

受
け
取
り
方
は
シ
ビ
ア
だ
。「
か
わ
い
そ

う
」
と
思
わ
れ
て
い
た
業
界
は
い
つ
の
間

に
か
空
気
の
読
め
な
い
業
界
の
よ
う
に
扱

わ
れ
、
露
出
を
恐
れ
る
地
域
も
出
て
き
た
。

我
々
は
「
今
は
大
人
し
く
嵐
が
過
ぎ
る
の

を
待
と
う
」
と
思
考
停
止
に
な
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

　旅
は
普
遍
的
な
の
で
変
化
が
見
え
に
く

い
の
だ
が
、
人
々
の
気
持
ち
は
変
化
し
て

い
る
。
旅
行
業
界
に
必
要
な
の
は
旅
行
の

価
値
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
普

遍
的
な
価
値
を
認
識
・
維
持
し
な
が
ら
、

変
わ
る
人
々
の
生
活
や
価
値
観
に
目
を
向

け
寄
り
添
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
い

と
い
つ
か
突
然
訪
れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
に
適
応
で
き
な
い
。

　旅
は
不
要
不
急
で
は
な
い
し
、
し
な
け

れ
ば
命
に
関
わ
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か

し
健
康
的
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

大
切
な
娯
楽
だ
。
そ
し
て
逆
説
的
だ
が
、

コ
ロ
ナ
で
傷
つ
い
た
人
た
ち
の
心
と
体
を

癒
す
の
も
ま
た
旅
の
力
で
あ
る
し
、
も
し

か
し
た
ら
今
ま
で
旅
行
意
向
を
持
た
な
か

っ
た
人
々
を
も
癒
す
力
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　コ
ロ
ナ
で
真
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
捉
え

た
地
域
こ
そ
、
需
要
が
い
つ
か
戻
る
そ
の

日
、
復
活
の
狼
煙
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

「与える」
方法は無限にある！
方法論よりも、
真心と
探求心が重要
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イ
ラ
ス
ト
／
武
曽
宏
幸

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
はVolatility
、U

ncertainty

、C
om
plexity

、A
m
biguity

の

頭
文
字
を
取
っ
た
語
で
、
次
々
と
状
況
が
変
化
し
、
予
測
が
難
し
い
環
境
を
指
す
。

大
規
模
な
自
然
災
害
や
、
こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
事
態
な
ど
、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、
観
光
業
界
に
必
要
な
備
え
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
今
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

実
際
に
復
興
に
取
り
組
ん
で
来
た
人
た
ち
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

V
U
C
A
時
代
に

求
め
ら
れ
る

観
光
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

10
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

復
興
＝
元
の
水
準
に
戻
る
こ
と

と
い
う
発
想
を
変
え
る

 

「
有
事
か
ら
の
復
興
」
に
つ
い
て
考
え
る

前
に
、
ま
ず
は
復
興
と
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
て
み
た
い
。

　そ
も
そ
も
「
復
興
」
は
「
復
旧
」
と
は
異

な
る
。
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

准
教
授
の
佐
藤
翔
輔
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
復
旧
」
と
は
文
字
通
り
「
旧
に
復
す
」
こ

と
で
あ
り
、
集
中
豪
雨
で
決
壊
し
た
堤
防

を
復
元
し
た
り
、
地
震
で
寸
断
さ
れ
た
電

力
網
を
修
復
す
る
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
復
興
」
は
、「
地
域
が
災

害
前
以
上
の
活
力
を
備
え
る
よ
う
、
暮
ら

し
や
環
境
を
再
建
し
て
い
く
活
動
」
と
さ

れ
る
。

　と
は
い
え
、「
実
は
『
復
興
』
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
間
で
も
明
確
に
定
義
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
」
と
も
佐
藤
さ
ん
は
指
摘
す

る
。
背
景
に
は
経
済
や
人
口
な
ど
社
会
の

変
化
も
あ
る
。「
た
と
え
ば
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
起
こ
っ
た
１
９
９
５
年
に
は
、

人
口
も
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
経
済
も

今
よ
り
は
安
定
し
て
い
た
た
め
、
復
旧
に

よ
っ
て
人
口
も
経
済
も
自
然
と
上
昇
し
、

東日本大震災から
10年を機に考える
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復
旧
が
そ
の
ま
ま
復
興
に
も
な
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
人
口
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ

も
減
少
す
る
中
で
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
復

旧
し
て
も
経
済
は
縮
小
し
続
け
る
可
能
性

は
高
い
し
、
そ
も
そ
も
復
旧
す
ら
ま
ま
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
」

　そ
ん
な
中
で
最
近
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
「
創
造
的
復
興
」
と
い
う
概
念

だ
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会
を
災
害
前
と
同

じ
方
向
に
伸
ば
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く

「
全
く
新
し
い
も
の
を
創
り
出
す
」
と
い

う
考
え
方
（
図
１
）。
さ
ら
に
は
一
時
の

盛
り
上
が
り
で
終
わ
ら
ず
「
持
続
可
能
で

あ
る
こ
と
」も
佐
藤
さ
ん
は
重
視
す
る
。

 

「
地
域
と
し
て
何
か
が
あ
っ
た
と
き
、『
元

の
姿
に
戻
し
た
い
』
と
思
う
気
持
ち
は
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と
縮

小
傾
向
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
無
理
に
戻
そ

う
と
し
て
も
、
お
金
ば
か
り
か
か
っ
て
難

し
く
、
長
続
き
も
し
な
い
可
能
性
は
高
い

で
す
よ
ね
。
そ
れ
な
ら
、
全
く
別
の
発
想

で
災
害
前
以
上
の
活
力
を
目
指
す
ほ
う
が

時
代
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
の
で
す
」

東
日
本
大
震
災
で
生
ま
れ
た

新
し
い
視
点
や
仕
組
み

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
て

佐
藤
さ
ん
が
評
価
す
る
の
は
、
復
興
庁
と

い
う
新
た
な
国
の
「
窓
口
」
が
で
き
、
イ

ン
フ
ラ
事
業
に
関
す
る
資

金
（
復
興
交
付
金
）
の
流

れ
が
一
元
化
さ
れ
、
基
礎

自
治
体
と
国
が
直
接
や
り

取
り
し
て
財
政
的
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と

が
、
従
来
と
比
べ
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
大
規
模
、

か
つ
短
期
間
に
進
め
ら
れ

る
助
け
と
な
っ
た
。

　東
日
本
大
震
災
を
機
に

広
ま
っ
た
手
法
や
制
度
は

他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

災
害
を
頻
度
で
レ
ベ
ル
分

け
し
、
高
頻
度
災
害
か
ら

図1  観光における「創造的復興」のイメージ

農林水産業と連携したコンテンツの開発など、新しく、持続可能な形で観光
を伸ばす

昔の
復興

これからの
復興

before after

東北大学　
災害科学国際研究所
准教授
佐藤翔輔さん

災害伝承・継承のプロセスやその効果の解明、災害時
の情報とその処理方法に関する実態解明や改善手法
の開発など、災害・防災に関するコミュニケーションの
領域について、東日本大震災の被災地を中心に、実務
現場と連携しつつ研究にあたっている。

東北大学  災害科学国際研究所とは
地域社会の防災・減災に関する学際的研究チーム「東
北大学防災科学研究拠点」を東日本大震災後に拡充
する形で2012年に設立。被災地の復興支援に取り組
みつつ、国内外の大学・研究機関とともに自然災害科
学に関する世界最先端の研究を行う。

東日本大震災以降に生まれた
新たな制度や考え方

□復興庁の設立による 窓口の一本化
□災害を頻度でレベル分けし、
　L1（高頻度防災）とL2（最大クラス）で
　対策を変える
□みなし仮設住宅制度
□ケースマネジメント（伴走型支援）
□震災伝承の観光コンテンツ化

は
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
行
う
が
、
数

百
年
に
一
度
ク
ラ
ス
の
最
大
級
の
災
害
に

つ
い
て
は
対
策
を
変
え
る
と
い
う
考
え
方

は
そ
の
一
つ
。
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
に
プ
レ
ハ
ブ
を
建
設
す
る
の
で
は

な
く
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
借
り
上

げ
て
使
用
す
る「
み
な
し
仮
設
住
宅
」と
い

う
手
法
が
、
建
設
、
撤
去
の
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
と
と
も
に
被
災
者
個
人
の
復
興
感

を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
。
行
政

の
複
数
部
局
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
既
存
の

支
援
制
度
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
被
災
者
の

個
別
支
援
を
行
う「
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」も
東
日
本
大
震
災
で
始
ま
っ
た
。

　以
上
は
復
興
全
般
に
関
わ
る
こ
と
だ
が
、

観
光
に
近
い
と
こ
ろ
で
佐
藤
さ
ん
が
挙
げ

る
の
は
、「『
震
災
伝
承
』
と
い
う
テ
ー
マ

が
復
興
と
い
う
文
脈
に
乗
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
」
だ
。
災
害
で
破
壊
さ
れ
た
施
設

な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
は
撤
去
し
た
上
で
復

興
を
目
指
す
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、

こ
れ
を
遺
構
と
し
て
残
し
、
地
域
で
は
防

災
教
育
に
活
か
し
、
対
外
的
に
は
集
客
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
活
用
す
る
例
が
出
て
き

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
撤
去
さ
れ
た
施
設
も

数
多
く
あ
る
が
、
活
用
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
な
変
化
と
い
う
わ
け
だ
。

東
北
６
県
×
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

「
新
し
い
東
北
」を
目
指
す

　こ
こ
で
、
国
に
よ
る
観
光
復
興
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

本
格
的
な
「
東
北
観
光
復
興
元
年
」
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
観
光
庁
に
よ
る
「
東
北

観
光
復
興
対
策
交
付
金
」
な
ど
年
間
50
億
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図3　国内延べ宿泊者数の推移（東北6県）
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東
北
の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
い
て
、
な

に
よ
り
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
今
ま
で

弱
か
っ
た
分
野
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
と
い

う
点
で
は
、
ま
さ
に
「
創
造
的
復
興
」
的

な
手
法
と
も
言
え
る
。
近
年
、
被
災
地
域

の
観
光
振
興
策
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る

『
ふ
っ
こ
う
割
』
と
い
う
手
法
を
震
災
後

の
東
北
地
方
に
導
入
し
な
か
っ
た
の
も
、

需
要
を
喚
起
す
る
だ
け
で
な
く
、「
新
し

い
東
北
を
つ
く
る
」
と
い
う
強
い
想
い
の

表
れ
と
も
取
れ
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
あ
た
り
、「
被
災

３
県
」の
み
を
支
援
す
る
の
で
は
な
く「
東

北
６
県
」を
あ
わ
せ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
こ

と
も
効
を
奏
し
た
。
世
界
中
に
多
く
の
利

用
者
を
持
つ
旅
行
ガ
イ
ド『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
』の
２
０
１
９
年
版
で
は
、
そ
れ
ま

で“N
orth

ern
 H

on
sh

u

”
と
記
載
さ

れ
て
い
た
東
北
地
方
が
、
初
め
て

“T
oh

ok
u

”と
記
載
さ
れ
、「
２
０
２
０
年

に
訪
れ
る
べ
き
世
界
の
10
地
域
」の
第
３
位

に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
で
復
興
を
目
指
す
場
合
、
広
域
で

の
連
携
は
効
果
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　国
内
旅
行
に
つ
い
て
は
、
延
べ
宿
泊
者

数
を
見
る
か
ぎ
り
あ
ま
り
大
き
な
減
少
は

起
こ
っ
て
い
な
い
が
（
図
３
）、
こ
れ
は
、

震
災
後
、
復
旧
・
復
興
工
事
関
係
者
や
出

張
者
の
宿
泊
需
要
が
大
き
か
っ
た
た
め
と

見
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
国
内
観
光
旅

行
の
場
合
、
災
害
後
の
復
興
に
は
イ
ン
フ

ラ
の
復
興
度
合
い
や
風
評
が
大
き
く
影
響

す
る
と
さ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
な
ど

の
4
道
路
が
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

と
し
て
新
た
に
整
備
さ
れ
て
域
内
の
往
来

に
貢
献
し
て
い
る
が
、
鉄
道
網
は
昨
年
春

に
よ
う
や
く
常
磐
線
が
全
線
開
通
す
る
な

ど
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、

首
都
圏
か
ら
の
本
格
的
な
動
き
は
こ
れ
か

ら
と
い
う
段
階
だ
。
風
評
に
つ
い
て
は

「
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
」
こ
と
は
大
き
く

円
の
支
援
が
始
ま
っ
た
２
０
１
６
年
。
震

災
か
ら
５
年
後
と
な
っ
た
理
由
は
、
イ
ン

フ
ラ
や
生
活
面
で
の
復
旧
・
復
興
と
い
っ

た
最
優
先
事
項
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
あ
と

の
着
手
と
な
っ
た
た
め
だ
。

　こ
の
と
き
の
国
の
施
策
は
、
福
島
へ
の

教
育
旅
行
な
ど
一
部
国
内
旅
行
を
含
む
も

の
の
、
基
本
的
に
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

伸
ば
す
」
こ
と
に
特
化
し
て
い
る
。
背
景

に
あ
っ
た
の
は
、
す
で
に
顕
著
に
な
っ
て

い
た
全
国
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
。

東
北
地
方
は
風
評
被
害
の
影
響
等
に
よ
り

こ
う
し
た
流
れ
か
ら
遅
れ
て
い
た
が
、
チ

ャ
ン
ス
は
十
分
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　具
体
的
に
は
、「
東
北
観
光
復
興
対
策

交
付
金
」
に
よ
る
受
け
入
れ
環
境
整
備
や

滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
・
強
化
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
（
日
本
政
府
観
光
局
）
の
「
東
北
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
諸
外
国
に
東
北
地
方
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど

の
施
策
を
実
施
。
こ
れ
ら
事
業
の
効
果
は

大
き
く
、
結
果
と
し
て
、
当
初
２
０
２
０

年
に
１
５
０
万
人
泊
（
２
０
１
５
年
の
３

倍
）
を
目
標
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
０

１
９
年
の
段
階
で
す
で
に
１
６
８
万
人
泊

を
達
成
す
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
い
る

（
図
２
）。

　全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
増
し
て

い
た
当
時
の
状
況
を
思
え
ば
東
北
地
方
で

の
伸
び
は
当
然
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る

が
、
伸
び
率
と
い
う
意
味
で
は
全
国
よ
り
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2019年4月25日にオープンした宮城県名取市の商業施設「かわまちてらす閖上」。木造平屋建ての3棟に
25軒の商店が入り、買い物や食べ歩きができるとあって賑わっている

被災後の困難を乗り越えた人に
共通する８つの力

①人をまとめる力
②問題に対応する力
③人を思いやる力
④信念を貫く力
⑤きちんと生活する力
⑥気持ちを整える力
⑦人生を意味づける力
⑧生活を充実させる力

報
道
さ
れ
る
が
、「
元
に
戻
っ
た
」こ
と
が

報
道
さ
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
り
に
く
い
傾
向
が
現
在
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

想
定
外
の
事
態
に
有
効
な
の
は

個
の
力
と
地
域
を
愛
す
る
心

　よ
り
よ
い
復
興
の
た
め
の
心
構
え
と
し

て
佐
藤
さ
ん
が
挙
げ
る
の
は
「
無
理
を
し

な
い
」「
あ
せ
ら
な
い
」「
主
役
は
20
年
後

の
世
代
」の
3
点
だ
。

 「『
無
理
を
し
な
い
』と
は
、
続
け
ら
れ
な

い
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、
災
害
前
か
ら
人
口
が
減
っ
て
い

た
と
こ
ろ
へ
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
作
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

は
、
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

『
あ
せ
ら
な
い
』
は
、
急
い
で
復
興
を
し

よ
う
と
し
な
い
こ
と
。
そ
の
好
例
で
あ
る

宮
城
県
名
取
市
で
は
、
高
台
移
転
を
選
ば

な
か
っ
た
た
め
当
初
は
復
興
が
遅
れ
ま
し

た
が
、
２
０
１
９
年
に
海
の
近
く
に
長
屋

型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
業
施
設
が
完
成
し
、

嵩
上
げ
の
済
ん
だ
エ
リ
ア
を
宅
地
化
し
た

と
こ
ろ
、
他
地
域
か
ら
若
い
世
代
の
新
住

民
が
流
入
し
て
今
や
大
成
功
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。『
主
役
〜
』に
つ
い
て
は
宮
城
県

女
川
町
が
、
若
い
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
地
域
の
未
来
を
考
え
る
会
議

の
メ
ン
バ
ー
を
40
代
以
下
に
限
定
し
て
成

功
を
収
め
て
い
ま
す
」

　い
ざ
と
い
う
と
き
に
的
確
な
判
断
が
で

き
る
た
め
に
は
日
頃
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
？
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
さ
ん

が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
調
査
を
行
っ
て
抽
出
し
た
、「
困

難
を
乗
り
越
え
た
人
に
共
通
す
る
８
つ
の

力
」が
興
味
深
い
（
左
表
参
照
）。
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
や
そ
後
の
避
難
所
生
活
な

ど
、
非
常
事
態
に
適
切
に
対
処
で
き
た
人

に
共
通
す
る
こ
う
し
た
力
を
、
意
識
し
て

身
に
つ
け
て
お
く
の
も
役
に
立
ち
そ
う
だ
。

　最
後
に
、「
観
光
に
携
わ
る
者
が
、
有

事
に
備
え
て
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と
」
を

聞
い
て
み
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
佐
藤

さ
ん
が
挙
げ
た
の
は
、「
愛
を
も
っ
て
地

域
を
眺
め
る
こ
と
」だ
。

 

「
日
頃
か
ら
地
域
を
観
察
し
て
お
く
こ
と

は
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
、『
地
震
が

起
こ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？
』
と
い
う
目

線
で
発
見
し
た
こ
と
は
、
地
震
に
し
か
役

立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
『
こ

の
地
域
に
は
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
ん
だ

な
』と
『
愛
す
る
』目
線
で
観
察
し
て
い
れ

ば
、
た
と
え
ば
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

な
予
測
も
し
な
い
自
体
が
起
こ
っ
た
と
き
、

対
応
で
き
る
引
き
出
し
を
増
や
す
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

観光に活かせる！
リスクマネジメントのヒント

ケースマネジメントの
可能な体制づくり
被害を受けた観光事業者等に対し、必
要な支援を届けるために有効。

経済や人口の規模に合った
持続可能な観光を考える。
規模に合う＝長続きする開発とは何か
を日頃から考えておく。

「災害が起こったら」ではなく
「地域を愛する目」で観察を
特定の災害対策としてでなく、地域の
強み、弱みを幅広く把握する。

※東日本大震災の被災者、75人への
   インタビュー＋1400人質問から抽出
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「
伝
承
」を
新
た
な
資
源
と
し
て

県
を
超
え
た
連
携
を
進
め
た
い

 

「
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
（
以
下
、

伝
承
館
）」
は
、
２
０
１
９
年
９
月
、
高

田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
内
で
オ
ー
プ

ン
し
た
震
災
伝
承
施
設
だ
。
津
波
被
害
に

遭
っ
た
沿
岸
部
で
こ
う
し
た
施
設
が
整
い

始
め
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
。「
今

は
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
別
の
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
10
年
経
っ
て
復
興
は
着
実
に

進
展
し
、
や
っ
と
後
半
戦
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
印
象
で
す
」
と
伝
承
館
副
館
長
の

熊
谷
正
則
さ
ん
は
語
る
。

 

「
発
災
当
初
は
、
住
ま
い

を
失
っ
た
被
災
者
の
受
け

入
れ
、
建
設
作
業
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
滞
在
に
よ

る
宿
泊
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

宿
泊
施
設
は
、
こ
の
ニ
ー

ズ
に
助
け
ら
れ
た
面
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
間
に
、
平

泉
世
界
遺
産
登
録
（
２
０

１
１
年
）、
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
２
０
１
２

年
）、「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
や
ド

ラ
マ
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
放
送
（
と
も
に
２

０
１
３
年
）、
橋
野
鉄
鉱
山
の
世
界
遺
産

登
録
（
２
０
１
６
年
）
な
ど
観
光
に
は
ず

み
の
つ
く
出
来
事
が
続
き
、
私
た
ち
も
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
復
興
道
路
の
整
備

に
よ
り
、
震
災
前
に
は
峠
道
が
続
い
た
拠

点
間
の
ア
ク
セ
ス
が
劇
的
に
改
善
し
、
花

巻
空
港
に
海
外
便
が
就
航
す
る
（
２
０
１

８
年
台
北
便
、
２
０
１
９
年
上
海
便
）
な

ど
イ
ン
フ
ラ
も
向
上
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
２
０
１
９
年
）
の
釜
石
開
催

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
環
境
整
備
も
進

み
ま
し
た
」

　今
後
は
、
世
界
遺
産
登
録
10
年
の
平
泉

を
中
心
と
し
た
「
平
和
学
習
」
と
、
東
日

本
大
震
災
10
年
を
機
に
し
た
「
防
災
学

習
」
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
や
、
福
島

県
〜
青
森
県
の
震
災
伝
承
施
設
を
結
ぶ
ル

ー
ト
の
旅
行
商
品
化
も
目
指
し
て
い
る
。

「
そ
の
た
め
に
も
、
施
設
単
独
で
は
な
く
、

「道の駅・高田松原」や津波に耐えて残っ
た松を保存した「奇跡の一本松」を含む
高田松原津波復興祈念公園。この春に
は、津波で破壊された旧道の駅・高田松
原（タピック45）や気仙中学校の建物が
「中に入って見学できる震災遺構」として
オープン予定だ

カ
ギ
は
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ

今
後
は「
伝
承
」も
観
光
の
軸
に

陸
前
高
田
市
「
東
日
本
津
波
伝
承
館
」
副
館
長
に
聞
く

復
興
の
現
場
か
ら

東日本大震災
津波伝承館
副館長
熊谷正則さん

岩手県職員として、東日本大震災津波発災
後の復興関係の業務に携わる。復興局副
局長兼東日本大震災津波伝承館副館長
（館長は達増拓也岩手県知事）として、現場
の実務を執り仕切る。

東日本大震災津波伝承館とは
2019年9月オープン。復興のシンボル『奇跡
の一本松』を含めて整備された『高田松原津
波復興祈念公園』の入り口に位置。東日本
大震災関連資料約150点の展示や、津波発
生のメカニズム、三陸における津波の歴史な
どを詳しく解説し、災害の脅威と教訓を広く
発信している。愛称は『いわてTSUNAMIメ
モリアル』。

発
災
以
来
一
貫
し
て
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た「
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
」副
館
長
に
、

岩
手
県
が
歩
ん
で
き
た
復
興
の
道
の
り
と
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
制
度
や
出
来
事
を
聞
く
。

東日本大震災から
10年を機に考える
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他
施
設
や
旅
行
事
業
者
と
の
連
携
が
不
可

欠
。
各
県
の
伝
承
施
設
を
ま
と
め
て
情
報

発
信
す
る
『
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機

構
』
を
立
ち
上
げ
た
の
も
、
そ
う
し
た
連

携
を
進
め
る
た
め
で
す
」

想
定
を
超
え
る
事
態
が
起
こ
れ
ば

個
人
の
判
断
力
も
問
わ
れ
る

　地
震
・
津
波
災
害
へ
の
対
策
と
い
う
意

味
で
は
、
岩
手
県
は
十
分
な
備
え
を
し
て

き
た
。
津
波
が
襲
え
ば
沿
岸
部
に
は
活
動

拠
点
が
作
れ
な
い
た
め
、
捜
索
・
医
療
活

動
の
拠
点
予
定
地
を
内
陸
部
と
の
中
間
点

に
定
め
て
お
い
た
り
、
被
災
し
て
い
な
い

自
治
体
へ
の
支
援
要
請
に
つ
い
て
事
前
に

決
め
て
お
い
た
こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
。
そ

れ
で
も
、
実
際
に
起
こ
っ
た
の
は
全
員
の

想
定
を
超
え
る
事
態
。「
行
政
と
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
各
職
員
の
判
断
の
積
み
重
ね
で
対
応

す
る
し
か
な
か
っ
た
」
と
熊
谷
さ
ん
は
振

り
返
る
。

　大
災
害
の
際
に
、
重
要
な
の
が
、
個
々

の
住
民
の
危
機
や
各
自
の
命
を
守
る
行
動

意
識
だ
。
災
害
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
命
を
守
る
」こ

と
。
住
民
の
避
難
の
様
子
か
ら
全
国
で
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
津
波
て
ん
で

ん
こ
」と
い
う
言
葉
は
、「
津
波
が
来
た
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
逃
げ
よ
」
と
い
う
意
味
だ
が
、

「
逃
げ
る
場
所
は
決
め
て
あ
る
か
ら
、
集

ま
っ
て
か
ら
逃
げ
な
く
て
も
逃
げ
た
先
で

必
ず
落
ち
合
え
る
と
い
う
信
頼
感
に
基
づ

い
て
い
る
」と
熊
谷
さ
ん
は
言
う
。「
ま
さ

か
自
分
の
と
こ
ろ
に
津
波
は
来
な
い
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
し
ま
う
心
理
状
況
に
つ
い

て
も
、
予
め
知
っ
て
い
る
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
命
を
守
る
行
動
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
過
去
の
災
害
か
ら
得
た

知
恵
を
教
訓
と
し
て
、
学
校
単
位
の
防
災

教
育
を
行
い
、
訓
練
な
ど
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
次
の
災
害
の
備
え
に
も
な
る
。

自
治
体

−

事
業
者
、
地
域
内

−
外
の

繋
が
り
が
復
興
を
早
め
る

　し
か
し
、
災
害
発
生
時
の
知
恵
と
、
復

興
に
向
け
た
知
恵
は
ま
た
少
し
性
質
が
違

う
。
観
光
や
地
域
経
済
の
復
興
に
役
立
っ

た
も
の
と
し
て
熊
谷
さ
ん
が
挙
げ
た
こ
と

の
一
つ
は
、
震
災
を
機
に
生
ま
れ
た
「
グ

ル
ー
プ
補
助
金
（
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ

施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業
）」。
企
業

だ
け
で
な
く
個
人
事
業
も
対
象
と
な
り
、

経
産
省
の
補
助
金
だ
が
運
用
は
県
、
事
業

者
フ
ォ
ロ
ー
も
県
が
行
う
た
め
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
事
業
再
建
が
可
能
に
な
っ
た
と

い
う
が
、
効
果
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「
復
興
に
向
け
て
は
、
自
治
体
が
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み
を
持
っ

て
お
く
の
が
一
番
。
と
く
に
こ
の
地
域
の

事
業
者
さ
ん
は
我
慢
強
く
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
な
か
な
か
言
わ
な
い
の
で
、
こ
ま

め
に
訪
問
し
て
聞
き
出
す
く
ら
い
の
姿
勢

が
必
要
で
す
。
平
時
に
は
、
行
政
が
特
定

の
事
業
者
さ
ん
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
は

難
し
い
で
す
が
、
有
事
か
つ
『
補
助
金
の

運
用
』
と
い
う
理
由
が
あ
れ
ば
や
り
や
す

い
。
現
在
も
、
県
の
出
先
機
関
（
沿
岸
広

域
振
興
局
）
が
沿
岸
部
に
あ
り
、
御
用
聞

き
的
に
声
を
聞
い
て
回
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
『
信
頼
感
』
が
い
ざ
と
い
う
と

き
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　も
う
一
つ
は
、
地
域
外
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
の
つ
な
が
り
だ
。「
た
と
え
ば

製
造
業
の
場
合
、
単
に
工
場
が
再
建
さ
れ

て
も
売
り
上
げ
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
今
後
に
向
け
た
工
場
の
あ
り
方

や
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
専
門
家
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
有
事
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
専
門

家
と
の
つ
な
が
り
を
う
ま
く
持
て
る
と
強

い
と
思
う
の
で
す
」

復興に向け、こんなことが
助けになりました

被災直後の混乱期には、以前から釜石
で調査研究をされていた「希望学」の先
生方が東京から助言をくださり、制度
の変更にも動いてくださいました。以
前の当館は地域の皆さんが集う場でし
たが、その全員が被災者となったから
には、地域外の人に選んでもらえる宿
になる必要があります。観光の根本は

「思い合い」。地域外で心配してくださ
る方 を々、私たちも思っていると伝えて
いくことが、訪れていただくための力に
なると思います。

お客様の「再開して欲しい」との声を受
け、被災2カ月後にはプレハブにて営業
を再開。また、ボランティアに訪れた人
達の「当時の様子を聞かせて」の声から
語り部活動を始め、「昔を思い出す目印
にビルを残して」という多くの声に応え
て、被災後も壊れずに残った自社ビル
を、震災遺構として遺すことを決めまし
た。迷ったとき、困ったとき、本当にたく
さんの方々が助けてくれ、力になってく
れたので今の自分があると痛切に感じ
ています。

観光に活かせる！
リスクマネジメントのヒント

想定しうる災害には万全の
体制づくりを
発災時の体制、指揮系統を明確に決
めておく。住民への教育も必要。

行政が事業者のニーズを
早く吸い上げる仕組み
場合によっては行政側から働きかける
くらいの積極性が必要。

地域外にいる各事業の
専門家との連携
地域に足りない知恵を出してくれる地
域外の専門家が助けとなる。

旅館「宝来館」（釜石市）
女将
岩㟢昭子さん

米沢商会（陸前高田市）
代表  
米沢祐一さん

震災直後からボランティ
アの拠点として宿を営
業。防災語り部や特産
品開発にも取り組む。

包装資材の小売、卸業
を営みながら、自社ビル
の屋上で津波を逃れた
経験を今も語り継ぐ。

地域の事業者に学ぶ！
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い
つ
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

い
つ
で
も
変
化
で
き
る
力
が
必
要

 

「
次
々
と
状
況
が
変
化
し
、
予
測
が
難
し

い
」
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
。
具
体
的
に
は
ど
ん

な
こ
と
が
起
こ
る
時
代
な
の
か
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
投
資
家
、

経
営
者
と
し
て
も
企
業
経
営
に
関
わ
っ
て

き
た
田
村
誠
一
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

 

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
我
々
は
、
誰
も

が
全
く
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、

前
提
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
崩
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
後
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

業
種
や
業
界
の
区
分
が
一
変
す
る
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
現
在
、
電
気
自
動
車
で
知
ら
れ
る
テ
ス

ラ
社
の
時
価
総
額
は
、
既
存
の
自
動
車
業

界
の
ト
ッ
プ
８
の
時
価
総
額
の
合
計
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
自
動
車
業
界
に
し
て
み
れ

ば
、
競
合
と
考
え
て
す
ら
い
な
か
っ
た
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
に
あ
っ
と
い
う
間

に
抜
き
去
ら
れ
た
わ
け
で
す
」

　そ
う
し
た
時
代
の
企
業
は
、
大
き
な
潮

流
に
合
わ
せ
て
積
極
的
に
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
変

化
す
る
力
」
は
、
有
事
に
対
応
す
る
力
と

共
通
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。

1
「
な
ぜ
や
る
か
」に
こ
だ
わ
ら
な
い

 

「
と
く
に
大
企
業
で
よ
く
あ
る
の
で
す
が
、

頭
の
い
い
人
の
集
団
ほ
ど
『
な
ぜ
や
る
の

か
』
と
い
う
論
を
し
た
が
り
ま
す
。
し
か

し
力
の
あ
る
経
営
者
に
と
っ
て
は
『
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
』は
『
前
提
』で
し
か

な
く
、
そ
こ
に
理
由
を
つ
け
た
り
し
ま
せ

ん
。
私
が
過
去
に
一
緒
に
仕
事
を
し
た
日

本
電
産
の
永
守
重
信
さ
ん
も
、
よ
く
『
す

ぐ
や
る
、
必
ず
や
る
、
で
き
る
ま
で
や
る
』

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
切
な
の
は
一

歩
目
の
ス
ピ
ー
ド
感
。
ま
ず
何
が
で
き
る

の
か
を
探
し
、
実
行
し
な
が
ら
よ
り
よ
い

解
を
探
し
て
行
く
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
、

変
わ
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
」

2
抽
象
化
よ
り
結
晶
化

 

「
事
例
か
ら
学
ぶ
際
に
あ

り
が
ち
な
失
敗
が
、
多
く

の
事
例
か
ら
最
大
公
約
数

を
取
ろ
う
と
し
た
結
果
、

抽
象
化
し
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
た
と
え
ば
、
数
多

く
の
事
例
か
ら
『
結
局
は

ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
重
要
だ
』
と
わ
か
っ

て
も
、
明
日
か
ら
何
を
し

て
い
い
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
断
片
的
な
話
で
は
人
は
動
か
せ
な
い

の
で
、
包
括
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
変
換
す

る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
や

る
べ
き
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
学
べ
る
と

こ
ろ
を
探
し
、『
そ
れ
の
ど
こ
が
面
白
い

の
か
』
を
考
え
抜
い
て
結
晶
の
よ
う
な
ユ

ニ
ー
ク
な
形
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
で

す
」

3「
両
利
き
の
経
営
」は
難
し
い
！

 

「
変
革
の
た
め
、
２
つ
の
方
向
性
を
同
時

に
進
め
る
経
営
の
こ
と
を
『
両
利
き
の
経

営
』
と
言
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
よ
う
と
す
れ
ば
既
存
勢
力
か
ら
反
対
さ

れ
る
こ
と
も
当
然
あ
り
得
ま
す
が
、『
両

利
き
の
経
営
』
と
は
そ
ん
な
と
き
、
間
を

取
っ
て
中
庸
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
『
両
利
き
』
で

は
な
く
、『
右
利
き
で
も
左
利
き
で
も
な

い
人
』
で
す
。
本
当
に
両
方
を
や
っ
て
い

く
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
ま
ず
認

識
す
べ
き
。
そ
の
う
え
で
、
新
し
い
こ
と

株式会社
ローランド・ベルガー
シニアパートナー
田村誠一さん

外資系コンサルティング会社で各種戦略立
案や新事業創出・立上げを数多く手がけ、企
業再生支援機構で投融資先企業のハンズ
オン再生を経験。JVCケンウッドの代表取
締役副社長、日本電産の専務執行役を歴任
し、当事者として戦略立案や遂行に携わっ
た後、ローランド・ベルガーに参画。

株式会社ローランド・ベルガーとは
ドイツで生まれたコンサルフィングファーム
『ローランド・ベルガー・ストラテジー・コンサ
ルタンツ』の日本法人。グローバルと日本を
結びつつ、民間企業、政府機関などさまざま
な組織を対象にコンサルティングサービスを
展開している。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な

「
変
化
す
る
力
」を
ど
う
身
に
つ
け
る
か

『
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ
ル
ガ
ー
』シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
に
聞
く

企
業
経
営
の
視
点
か
ら

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
に
身
を
助
け
る
の
は「
変
化
で
き
る
力
」。

企
業
の「
変
革
」を
お
手
本
に
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
考
え
て
み
よ
う
。

東日本大震災から
10年を機に考える
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も
古
い
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
優
先

順
位
を
つ
け
、
捨
て
る
も
の
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
」

4
失
敗
礼
賛
主
義
に
要
注
意

 

「
ま
ず
は
試
す
→
ダ
メ
な
ら
次
と
い
う
考

え
方
は
間
違
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
失
敗
の
中
身
を
し
っ
か
り
掘
り
下

げ
、
そ
こ
か
ら
学
ん
で
い
る
場
合
だ
け
。

Ｐ
Ｏ
Ｃ
（P

roof of
C

on
cep

t
／
概
念

実
証
）
と
は
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
い

て
試
作
や
実
装
を
行
い
、
実
現
可
能
性
や

効
果
の
検
証
を
行
う
手
法
で
、
自
治
体
な

ど
で
も
取
り
入
れ
て
い
る
例
は
多
い
と
思

う
の
で
す
が
、『
実
証
試
験
を
や
っ
た
』

『
ア
プ
リ
を
作
っ
た
』
で
終
わ
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
？
大
事
な
の
は
『
振
り
返

っ
て
積
み
上
げ
る
』こ
と
で
す
」

5
変
革
が
終
わ
る
日
は
来
な
い

 

「
何
ら
か
の
変
革
に
着
手
し
た
と
き
、

我
々
は
つ
い
「
い
つ
終
わ
る
か
」
と
考
え

が
ち
で
す
。
で
す
が
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
以

上
、
残
念
な
が
ら
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
や
『
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
＝
状
況
が
変
わ
る
＝
読

め
な
い
』
環
境
こ
そ
が
ノ
ー
マ
ル
。
そ
れ

に
対
応
す
る
に
は
変
わ
り
続
け
る
し
か
な

い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
情
報

収
集
を
し
て
、
分
析
、
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
論
理
的
に
考
え
た
予
測
が
当
た
る
な

ら
そ
れ
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
で
は
な
い
。
演
繹
的

に
考
え
て
も
答
え
が
出
な
い
の
だ
か
ら
、

帰
納
的
に
考
え
る
し
か
な
く
、
そ
の
た
め

に
『
事
実
』
を
た
く
さ
ん
集
め
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
」

6
リ
ー
ダ
ー
は
「
パ
ー
パ
ス
」を
示
せ

 

「
昔
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
ば
、
頭
の
い
い

人
が
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
が
よ
く

考
え
て
、
正
解
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
何
が
正
解
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
今
の
時
代
、
リ
ー
ダ
ー
は
『
ビ

ジ
ョ
ン
（
ど
ち
ら
に
向
か
う
べ
き
か
）』で

は
な
く
、『
パ
ー
パ
ス
（
自
分
た
ち
の
存
在

意
義
は
何
か
）』
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時

代
に
お
い
て
は
、『
ど
ち
ら
ら
に
向
か
う

べ
き
か
』
は
、
5
年
後
に
は
変
わ
っ
て
い

る
か
ら
で
す
」

「
自
分
た
ち
の
あ
り
た
い
姿
」を

大
切
に
し
た
観
光
行
政
を

　と
は
い
え
、
有
事
の
後
に
新
し
い
こ
と

に
取
り
組
む
に
は
勇
気
が
い
る
。
そ
ん
な

と
き
、
周
囲
を
ど
う
納
得
さ
せ
れ
ば
よ
い

か
？
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
田
村
さ
ん
は
、

「
だ
か
ら
こ
そ
『
で
き
る
ま
で
や
れ
』な
ん

で
す
」と
答
え
た
。「
新
し
い
こ
と
を
す
る

と
効
力
が
出
る
前
に
弊
害
が
現
れ
て
、
最

後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
効
力
が
現
れ
る
も

の
で
す
。
だ
か
ら
、
頑
張
っ
て
続
け
る
べ

き
。
さ
ら
に
『
考
え
て
い
る
よ
り
や
っ
た

ほ
う
が
気
楽
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る

と
よ
い
。
実
際
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
業
界
や
企
業
ほ
ど
、
早
く

や
ら
な
い
と
勝
て
な
い
＝
や
っ
た
ほ
う
が

気
楽
と
考
え
、
よ
り
早
く
変
革
し
て
い
ま

す
」。
そ
し
て
、「
正
解
の
な
い
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
に
も
『
自
分
た
ち
の
あ
り

た
い
姿
』
を
定
義
し
て
、
日
々
ト
ラ
イ
ア

ル
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
て
ほ
し
い
」
と

田
村
さ
ん
は
エ
ー
ル
を
送
る
。「
私
自
身

は
東
京
生
ま
れ
で
す
が
、
両
親
は
と
も
に

東
北
の
出
身
。
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
の
個
性

を
発
揮
し
な
が
ら
、
輝
い
て
い
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
」

　取材を通じて印象的だったこ
との一つが「創造的復興」という
概念だ。東日本大震災後の東北
観光が「新しい東北」というコン
セプトのもとで復興を進めてきた
ように、「元の姿に戻す」ことが最
善策でない場合もある。コロナ
禍からの復興でも、新しい形を
模索する必要は十分に考えられ
る。そして今後も起こりうる有事
に素早く対応するためにも、日頃
から柔軟に変化できる態勢づく
りに取り組んでおくことが必要
だ。
　同時に、観光業は「人とのつな
がり」で成り立っていることも再
認識した。都市部や海外との関
係性を足がかりに、そこから訪れ
てもらうことで復興を早めた地
域もある。内外との関係構築に
ついても、今一度見直してみるべ
きかもしれない。
　東日本大震災では、「ここまで
は津波は来ないだろう」と思われ
た高台のほうが大きな犠牲を出
したともいう。「危機は必ず訪れ
る」ことを前提に備えておくこと
が、有事の際の力になることを改
めて強調しておきたい。

考察

組織の「変化」に必要な
6つのポイント

1.	「なぜ変化が必要か」ではなく
「どうやって変化するか」を考
える。

2.	事実を分析するときは、一般論
ではなく特性を引き出す。

3.	「両利きの経営」とは矛盾をどう
するかを真剣に考えることで
ある。

4.	「失敗」は、恐れないだけではな
く次につなげてこそ生きる。

5.	変革は「いつかは終わる」もの
ではない。

6.	「ビジョン」以上に大事なのはパ
ーパス（どうしたいか）である。

観光に活かせる！
リスクマネジメントのヒント

「すぐやる」身軽さが
素早い回復につながる
実際は、考えているよりやったほうが
気楽なはずだと理解したい。

変革は「終わらない」のが当たり前
常に変革している状態に慣れれば、有
事の際にも同じように対応できる。

地域として
「作りたい未来」を第一に
正解はない時代だからこそ、正解を出
す必要はない。
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じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
会
員
の
投
票
に
よ
り
決
定
す
る
、
毎
年
恒
例
の「
じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」。

15
回
目
と
な
る
今
年
は
、
全
国
１
万
３
３
４
２
人
の
投
票
に
よ
り

計
３
２
７
の
温
泉
地
か
ら
注
目
の
各
ラ
ン
キ
ン
グ
が
決
定
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
、
い
つ
も
と
異
な
る
状
況
の
中
で
の
実
施
。

不
動
の
人
気
を
維
持
し
続
け
る
温
泉
地
も
あ
る
が
、
飛
躍
的
な
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
遂
げ
た
温
泉
地
も
あ
る
。

カ
ス
タ
マ
ー
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
と
取
り
組
み
を
探
っ
て
い
く
。

人気温泉地ランキング
２０21

 発表！

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

温
泉
地
に

戦
略
あ
り
！

奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉、
高湯温泉、長湯温泉…

全国人気温泉地ランキング
ベスト50（ｎ＝13,260）

1位は15年連続で箱根温泉。
トップ10の顔ぶれはほぼ変化なし

調査開始以来15年連続で箱根温泉が不動の1位をキープ。2位の草津温泉
は6年連続で2位。また3位から5位までも2019年以降順位の変動はなし。
昨年の51位から50位にランクインした日光湯元温泉を除けば、50位までの
顔ぶれはほとんど変わらず。順位を上げた温泉地は、6位の黒川温泉（2ラン
クアップ）、13位の奥飛騨温泉郷（3ランクアップ）、18位の定山渓温泉（4ラ
ンクアップ）、21位に大躍進した奥入瀬渓流温泉･十和田湖畔温泉（15ランク
アップ）など。

分析

これまでに行ったことがある温泉地のうち、「もう一度行ってみたい｣温泉地について尋
ねた。複数回答5つまで

温泉地名 都道
府県

集計
対象数

昨年
順位

1 箱根温泉 神奈川県 2549 1 ➡
2 草津温泉 群馬県 2421 2 ➡
3 登別温泉 北海道 1844 3 ➡
4 道後温泉 愛媛県 1679 4 ➡
5 別府温泉郷 大分県 1315 5 ➡
6 黒川温泉 熊本県 1262 8 扌
7 有馬温泉 兵庫県 1250 6 ➡
8 由布院温泉 大分県 1181 7 ➡
9 熱海温泉 静岡県 1137 9 ➡
10 下呂温泉 岐阜県 1095 10 ➡
10 城崎温泉 兵庫県 1095 11 扌
12 乳頭温泉郷 秋田県 1030 13 扌
13 奥飛騨温泉郷 岐阜県 914 16 扌
14 指宿温泉 鹿児島県 896 12 扌
15 鬼怒川温泉 栃木県 862 14 ➡
16 洞爺湖温泉 北海道 793 17 扌
17 和倉温泉 石川県 755 15 ➡
18 定山渓温泉 北海道 734 22 扌
19 蔵王温泉 山形県 731 18 ➡
20 加賀温泉郷 石川県 718 21 扌
21 奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉※１ 青森県 693 36 扌
22 阿寒湖温泉 北海道 687 20 ➡
23 嬉野温泉 佐賀県 653 26 扌
24 伊香保温泉 群馬県 640 23 ➡
25 湯の川温泉 北海道 631 24 ➡
25 玉造温泉 島根県 631 19 ➡
27 万座温泉 群馬県 608 27 ➡
28 雲仙温泉 長崎県 560 29 扌
29 霧島温泉（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、

妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷） 鹿児島県 558 25 ➡

30 秋保温泉 宮城県 520 28 ➡
31 飛騨高山温泉 岐阜県 508 30 ➡
32 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 496 31 ➡
33 層雲峡温泉 北海道 484 33 ➡
34 銀山温泉 山形県 452 38 扌
35 鳴子温泉郷 宮城県 445 37 扌
36 白浜温泉 和歌山県 411 32 ➡
37 那須温泉 栃木県 410 39 扌
38 ニセコ温泉郷 北海道 405 35 ➡
39 四万温泉 群馬県 404 41 扌
40 十勝川温泉 北海道 398 39 ➡
41 湯河原温泉 神奈川県 390 42 扌
42 白骨温泉 長野県 377 34 ➡
43 修善寺温泉 静岡県 376 43 ➡
44 花巻温泉郷 岩手県 345 44 ➡
45 淡路島の温泉

（洲本温泉・南淡路温泉郷・岩屋温泉） 兵庫県 342 46 扌

46 三朝温泉 鳥取県 333 45 ➡
47 伊東温泉・宇佐美温泉 静岡県 326 49 扌
48 あわら温泉 福井県 317 49 扌
49 宇奈月温泉 富山県 309 47 ➡
50 日光湯元温泉 栃木県 306 51 扌

調査時期 2020年8月30日（日）〜
 2020年9月7日（月）

調査対象 『じゃらんnet』会員 

調査方法 インターネット上での
 アンケートを実施

回収数 1万3342人 

有効回答数 1万3342人

対象温泉 全国327の温泉地
 （除く東京都･沖縄県）を
 調査対象として設定 

じゃらん人気温泉地ランキング2021
調査概要と回答者プロフィール

調査概要 回答者プロフィール

居住地域（n=13,342）

東北 
5.5％

北海道 
8.0％

中国・
四国
6.8%

九州・
沖縄 
11.5%

東海  
12.0％

関東・
甲信越  
37.3％

北陸・
関西 
18.8%

性別 男性49.6％、女性50.4％

※１ 奥入瀬渓流温泉は、前年までの十和田湖温泉郷より温泉地名を変更

高湯温泉吾妻屋露天風呂
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全国温泉地1年間の訪問経験
ランキング ベスト30

顔
ぶ
れ
が
安
定
し
つ
つ
あ
る
中
で
も

大
躍
進
す
る
注
目
の
温
泉
地
あ
り

　も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
尋

ね
る
「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
結
果
は
、
1
位
〜
５
位
ま
で
が
３
年
連

続
で
変
動
な
し
。
城
崎
温
泉
の
ラ
ン
ク
イ

ン
を
除
け
ば
10
位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
も
前
回

と
変
わ
ら
ず
。「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」
１
位
〜
４
位
と
「
全
国
温
泉

地
1
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン
キ
ン
グ
」
1

位
〜
5
位
も
、
前
回
と
同
じ
顔
ぶ
れ
が
揃

い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
上
位
は
安
定
し
た
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　し
か
し
、「
じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」で
不
動
の
１
位
を
キ
ー
プ
し

続
け
る
箱
根
温
泉
は
別
と
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
温
泉
地
は
順
位
の
変
動
を
経
験
し
て

き
て
い
る
。
泉
質
や
効
能
、街
の
雰
囲
気
、

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
の
要
素
を
活
用

し
、
順
位
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

今
回
は
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
（
旧
十
和
田
湖

温
泉
郷
）･
十
和
田
湖
畔
温
泉
が
15
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
し
21
位
に
。
こ
こ
10
年
間
は
40

位
前
後
で
推
し
て
い
た
温
泉
地
の
、
大
躍

進
の
秘
密
は
何
か
。
ま
た
、「
全
国
温
泉
地

満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」の
「
総
合
部
門
」と

「
秘
湯
部
門
」の
１
位
が
、
掘
り
下
げ
た
温

泉
地
の
強
み
と
は
？

　満
足
さ
せ
、
ま
た

行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
支
持
さ
れ
る
温

泉
地
の
戦
略
を
紹
介
す
る
。

全国あこがれ温泉地ランキング 
ベスト30 全体（ｎ＝13,337）全体（ｎ＝13,260）

全国温泉地満足度ランキング
総合部門 ベスト10

全国温泉地満足度ランキング
秘湯部門 ベスト10

温泉地名 都道
府県

集計
対象数

昨年
順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 2516 1 ➡

2 草津温泉 群馬県 2209 3 扌

3 由布院温泉 大分県 1841 2 ➡

4 道後温泉 愛媛県 1733 4 ➡

5 銀山温泉 山形県 1659 11 扌

6 登別温泉 北海道 1576 5 ➡

7 有馬温泉 兵庫県 1499 9 扌

8 下呂温泉 岐阜県 1488 6 ➡

9 箱根温泉 神奈川県 1396 8 ➡

10 指宿温泉 鹿児島県 1229 9 ➡

11 熱海温泉 静岡県 1213 13 扌

12 別府温泉郷 大分県 1189 7 ➡

13 黒川温泉 熊本県 1173 12 ➡

14 八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉 青森県 997 15 扌

15 鬼怒川温泉 栃木県 981 14 ➡

16 奥入瀬渓流温泉・
十和田湖畔温泉

青森県 746 27 扌

17 加賀温泉郷 石川県 723 16 ➡

18 蔵王温泉 山形県 693 17 ➡

19 洞爺湖温泉 北海道 646 18 ➡

20 伊香保温泉 群馬県 641 20 ➡

21 和倉温泉 石川県 590 19 ➡

22 白骨温泉 長野県 555 21 ➡

23 ニセコ温泉郷 北海道 533 22 ➡

23 城崎温泉 兵庫県 533 23 ➡

25 玉造温泉 島根県 451 25 ➡

26 黒部峡谷温泉群 富山県 442 24 ➡

27 阿寒湖温泉 北海道 422 28 扌

28 宇奈月温泉 富山県 398 26 ➡

29 雲仙温泉 長崎県 396 29 ➡

30 四万温泉 群馬県 391 32 扌

毎年、順位や顔ぶれが変わるランキング。「総合部
門｣1位は3年ぶりに高湯温泉。「秘湯部門｣では長
湯温泉が昨年の5位から1位に。規模やアクセス
面でのハードルなどが得票に影響している可能性
があるランキングだが、「総合部門｣では高湯温泉
のほか別府温泉郷、奥飛騨温泉郷、乳頭温泉郷、
黒川温泉が昨年同様10位までにランクイン。秘
湯部門にランクインして注目を集め総合部門へス
テップアップするケースもある。

温泉地名 都道
府県

満足度
（％）

集計
対象数

1 高湯温泉 福島県 96.2 130 
2 別府温泉郷 大分県 95.2 586 
3 奥飛騨温泉郷 岐阜県 94.6 448 
4 飛騨高山温泉 岐阜県 94.5 365 
5 乳頭温泉郷 秋田県 94.4 197 
6 登別温泉 北海道 93.1 554 
7 南阿蘇温泉郷 熊本県 92.9 211 
8 黒川温泉 熊本県 92.8 346 
9 ニセコ温泉郷 北海道 92.7 275 
10 山鹿・平山温泉 熊本県 92.6 243 

温泉地名 都道
府県

満足度
（％）

集計
対象数

1 長湯温泉 大分県 95.5 88 
2 野沢温泉 長野県 94.4 89
3 秋田八幡平温泉郷 秋田県 92.4 79
4 穂高温泉郷 長野県 92.2 51
4 黒部峡谷温泉群 富山県 92.2 64
4 九重“夢”温泉郷 大分県 92.2 64
7 乗鞍高原温泉 長野県 92.1 76
7 久住温泉 大分県 92.1 89
9 湯平温泉 大分県 91.7 60
10 赤湯温泉 山形県 89.8 59

最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足した｣温
泉地について尋ねた。「とても満足｣「やや満足｣「普通｣「や
や不満｣「とても不満｣のうち、「とても満足｣「やや満足｣と答
えた人の割合を合わせて算出。

「総合部門｣は1年間の訪問者数が100人以上（142温泉地）。
「秘湯部門｣は1年間の訪問者数が50人以上100人未満
（84温泉地）。

昨年に続き、乳頭温泉郷が1位を獲得。15位まで
を見ると、4位の道後温泉以外は順位に変動はあ
るものの、顔ぶれは昨年までと同じ。銀山温泉が
昨年より6ランクアップして5位に入った。その他
に30位までで順位を上げた温泉地は、7位の有馬
温泉（2ランクアップ）、11位の熱海温泉（2ランク
アップ）、16位の奥入瀬渓流温泉･十和田湖畔温泉

（11ランクアップ）、30位の四万温泉（2ランクアッ
プ）など。

1位の箱根温泉、2位の熱海温泉、3位の草津温
泉は昨年から順位が変わらず。15位までの顔ぶれ
も、順位に変動はあるが昨年と同じ。上位では
有馬温泉、下呂温泉、伊香保温泉などが前年よ
りランクアップ。他に30位までで順位を上げた温
泉地は、23位の飛騨高山温泉（9ランクアップ）、
25位の鳥羽温泉郷（9ランクアップ）、27位の黒
川温泉（8ランクアップ）、29位の阿寒湖温泉（7ラ
ンクアップ）など。

1位は2年連続で乳頭温泉郷。
銀山温泉がトップ10入り

分析分析

分析
まだ行ったことはないが、「一度は行ってみたい｣温泉地につ
いて尋ねた。複数回答5つまで「総合部門｣で高湯温泉が3年ぶりに

1位に。秘湯部門1位は長湯温泉

1位から3位は昨年と同じ順位。
大幅ランクアップ温泉多数

最近1年間に「行ったことがある｣温泉地について尋ねた
（最近1年間＝2019年8月頃〜2020年8月頃までを指す）

温泉地名 都道
府県

集計
対象数

昨年
順位

1 箱根温泉 神奈川県 1513 1 ➡
2 熱海温泉 静岡県 993 2 ➡
3 草津温泉 群馬県 891 3 ➡
4 有馬温泉 兵庫県 726 5 扌
5 鬼怒川温泉 栃木県 722 4 ➡
6 下呂温泉 岐阜県 665 8 扌
7 道後温泉 愛媛県 653 6 ➡
8 伊香保温泉 群馬県 652 9 扌
9 定山渓温泉 北海道 636 10 扌
10 別府温泉郷 大分県 586 7 ➡
11 那須温泉 栃木県 585 12 扌
12 登別温泉 北海道 554 11 ➡
13 伊東温泉・宇佐美温泉 静岡県 553 13 ➡
14 湯河原温泉 神奈川県 526 15 扌
15 加賀温泉郷 石川県 479 14 ➡
16 嬉野温泉 佐賀県 477 17 扌
17 城崎温泉 兵庫県 463 18 扌
18 洞爺湖温泉 北海道 458 19 ➡
19 奥飛騨温泉郷 岐阜県 448 26 扌
20 淡路島の温泉

（洲本温泉・南淡路
温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 439 20 ➡

21 秋保温泉 宮城県 427 16 ➡
22 塩原温泉 栃木県 405 24 扌
23 飛騨高山温泉 岐阜県 365 32 扌
24 由布院温泉 大分県 363 21 ➡
25 鳥羽温泉郷 三重県 362 34 扌
26 湯の川温泉 北海道 355 22 ➡
27 黒川温泉 熊本県 346 35 扌
28 玉造温泉 島根県 344 28 ➡
29 阿寒湖温泉 北海道 339 36 扌
30 和倉温泉 石川県 337 31 扌
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「
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
」
と

し
て
ダ
ン
ト
ツ
の
伸
び
率
を
見
せ
た
奥
入

瀬
渓
流
温
泉
･
十
和
田
湖
畔
温
泉
。
２
０

１
１
年
以
降
、
40
位
前
後
に
定
着
し
て
い

た
温
泉
地
が
、
こ
こ
へ
来
て
急
激
な
ジ
ャ

ン
プ
ア
ッ
プ
を
見
せ
、
ト
ッ
プ
20
目
前
と

い
う
位
置
に
着
け
た
。
そ
の
秘
密
と
は
？

特
に
動
き
の
あ
っ
た
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
追
う
。

「
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
」へ
の

思
い
切
っ
た
名
称
変
更

　昨
年
4
月
、
十
和
田
湖
温
泉
郷
か
ら
温

泉
地
名
を
変
更
し
た
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
。

１
９
６
３
年
に
開
湯
し
た
際
は
十
和
田
湖

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
借
り
て
、
そ
の
玄
関
口

に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
十
和
田
湖
温
泉

郷
と
名
付
け
ら
れ
た
。
当
時
の
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
奥
入
瀬
渓

流
で
は
な
く
、
圧
倒
的
に
十
和
田

湖
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て

２
０
０
２
年
に
十
和
田
湖
エ
リ
ア

に
温
泉
が
湧
き
、
新
た
に
十
和
田

湖
畔
温
泉
が
誕
生
。
２
つ
の
温
泉

地
は
車
で
40
分
ほ
ど
離
れ
て
い
る

が
、
名
称
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
イ
メ
ー

ジ
が
混
同
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
。
そ

の
後
、
徐
々
に
奥
入
瀬
の
知
名
度
が
上
が

っ
て
く
る
が
、
奥
入
瀬
＝
十
和
田
湖
温
泉

郷
と
は
認
知
さ
れ
に
く
い
。「
10
年
前
に

『
奥
入
瀬
ブ
ラ
ン
ド
』に
切
り
替
え
よ
う
と

考
え
、
試
み
た
市
職
員
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
親
し
ま
れ
て
き
た
温
泉
地
名
称
の
変

更
は
な
か
な
か
難
し
く
、
時
間
を
か
け
て

地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
昨

年
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
で
す
。
地
域
の

特
性
と
マ
ッ
チ
し
た
名
前
と
な
っ
た
こ
と

で
、
十
和
田
湖
と
奥
入
瀬
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
伸
び
た
か
？

「
居
住
地
別
の
訪
問
温
泉
エ
リ
ア
変
化
ラ
ン
キ
ン
グ
」

か
ら
、
近
隣
エ
リ
ア
へ
の
動
き
を
見
る

　２
０
２
０
年
４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
に
よ
り
、
外
出
自
粛
や
県
を
ま
た
ぐ

不
要
不
急
の
自
粛
等
が
あ
っ
た
。
そ
の
影

響
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
２
０
１
９
年
８

月
頃
〜
２
０
２
０
年
３
月
末｣

と
「
２
０
２

０
年
４
月
〜
８
月
頃｣

の
期
間
に
分
け
た

エ
リ
ア
別
の
訪
問
率
（
構
成
比
）を
比
較

し
て
変
化
を
集
計
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新

た
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
提
案
さ
れ
た
「
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム｣

は
進
ん
だ
か
？

　集
計
結
果
か
ら
は
、
す
べ
て
の
居
住
地

に
お
い
て
、
居
住
し
て
い
る
エ
リ
ア
へ
の

訪
問
率
が
上
昇
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
、
前
出
の
２
つ
の
期
間
を
比
較

し
て
後
半
の
訪
問
率
が
上
昇
し
た
温
泉
地

の
上
位
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
み
た
が
、
必

ず
し
も
「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ｣

等
で
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
る
と
こ
ろ
ば

か
り
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
た

地
域
割
引
価
格
な
ど

も
助
け
と
な
り
、
地

元
の
温
泉
地
の
魅
力

を
再
認
識
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
前
回
36
位
→
今
回
21
位
へ

奥
入
瀬
渓
流
温
泉
・

十
和
田
湖
畔
温
泉
（
青
森
県
十
和
田
市
）

伸
び
率
急
上
昇
の
そ
の
ワ
ケ
は
？

奥入瀬渓流温泉

十和田湖 十和田湖畔温泉

居住地別に、最近1年間（※２）に「行ったことがある｣温泉地を、
訪問エリア単位で集計。
※2	 最近1年間＝2019年8月頃〜2020年8月頃までを指し、「2019年8月頃

〜2020年3月末｣と「2020年4月〜8月頃｣のエリア別訪問率（構成比）
を比較。「変化（ポイント）｣とは、「2020年4月〜8月頃｣の全体票数の獲
得率−「2019年8月頃〜2020年3月末｣の全体票数の獲得率の差。

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 東北 13.33
2 九州 -0.16
3 北陸・関西 -0.77

東北居住者の場合（ｎ＝726）

ポイントが伸びたおもな温泉地は
遠刈田温泉（宮城県）2.53
八幡平温泉郷（岩手県）2.02
蔵王温泉（山形県）1.46

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 北海道 10.70
2 東海 -1.15
3 北陸・関西 -1.33

北海道居住者の場合（ｎ＝1,068）

ポイントが伸びたおもな温泉地は、
洞爺湖温泉（北海道）3.65
ニセコ温泉郷（北海道）2.63
登別温泉（北海道）1.82

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 北陸・関西 7.53
2 中国･四国 2.58
3 北海道 1.34

北陸・関西居住者の場合（ｎ＝2,502）

ポイントが伸びたおもな温泉地は、
淡路島の温泉（洲本温泉・南淡路
温泉郷・岩屋温泉）（兵庫県）1.99
加賀温泉郷（石川県）1.29
湯村温泉（兵庫県）0.96

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 中国･四国 20.89
2 関東･甲信越 -1.19
3 東海 -1.23

中国･四国居住者の場合（ｎ＝907）

ポイントが伸びたおもな温泉地は、
道後温泉（愛媛県）2.38
皆生温泉（鳥取県）2.21
湯原温泉郷（岡山県）2.08

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 九州 11.42
2 東海 -0.73
3 関東･甲信越 -1.05

九州・沖縄居住者の場合（ｎ＝1,513）

ポイントが伸びたおもな温泉地は、
小浜温泉（長崎県）1.75
原鶴・筑後川温泉（福岡県）1.69
別府温泉郷（大分県）1.67
由布院温泉（大分県）1.55

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 関東･甲信越 12.47
2 中国･四国 -1.42
3 北海道 -1.50

関東･甲信越居住者の場合（ｎ＝4,961）

ポイントが伸びたおもな温泉地は、
箱根温泉（神奈川県）1.10
月岡温泉（新潟県）0.81
那須温泉（栃木県）0.79

順位訪問エリア 変化（ポイント）
1 東海 15.56
2 北陸・関西 -1.19
3 北海道 -1.81

東海居住者の場合（ｎ＝1,583）

ポイントが伸びたおもな温泉地は、
蒲郡温泉郷（愛知県）2.79
奥飛騨温泉郷（岐阜県）1.60
伊東温泉･宇佐美温泉（静岡県）1.39

十和田湖の子の口
から焼山にかけて
約14ｋｍ続く奥入
瀬渓流

奥入瀬渓流温泉･十和田湖畔
温泉のランキング推移

居住地別の訪問温泉エリア変化ランキング

　0（順位）
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全国人気温泉地ランキング
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2007 2011 2015 2021 （奥入瀬渓流温泉は、前年までの十和田湖温泉郷より温泉地名を変更）
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ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
や
場
所
の
認
識
が
は

っ
き
り
し
た
と
思
い
ま
す
」（
十
和
田
奥

入
瀬
観
光
機
構

　川
村
徹
さ
ん
）。
じ
ゃ

ら
ん
の
宿
泊
予
約
で
も
、
名
称
変
更
後
の

効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。
地
域
に
あ
る
十

和
田
湖
温
泉
ス
キ
ー
場
も
、
観
光
客
へ
の

P
R
強
化
を
目
的
に
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
ス

キ
ー
場
へ
と
名
称
を
変
更
。「
５
月
下
旬

〜
６
月
中
旬
に
か
け
て
、
色
と
り
ど
り
の

芝
桜
に
覆
わ
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
の
様
子
が
注

目
を
集
め
、『
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
』の
浸
透

に
ひ
と
役
買
い
ま
し
た
」（
川
村
さ
ん
）。

　奥
入
瀬
渓
流
の
名
を
冠
し
た
こ
と
で
、

温
泉
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
成
功
。
し

か
し
奥
入
瀬
渓
流
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力

は
ど
の
よ
う
に
し
て
培
わ
れ
て
き
た
か
。

そ
れ
は
地
域
と
連
携
し
奥
入
瀬
の
魅
力
を

発
信
し
て
き
た
星
野
リ
ゾ
ー
ト  

奥
入
瀬

渓
流
ホ
テ
ル
の
牽
引
も
大
き
い
と
い
う
。

地
域
が
連
携
し
、
1
年
中
楽
し
め
る

奥
入
瀬
の
魅
力
を
創
出

　昨
年
登
場
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
星
野
リ

ゾ
ー
ト

　奥
入
瀬
渓
流
ホ
テ
ル
の
「
渓
流

オ
ー
プ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
首
都
圏
で
の
運

行
が
減
少
し
た
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
を

活
用
。
3
密
を
回
避
し
な
が
ら
、
渓
流
沿

い
の
自
然
を
3
6
0
度
堪
能
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
趣
向
だ
。
同
ホ
テ
ル
の
宿
泊
者

限
定
で
ス
タ
ー
ト
し
、
期
間
限
定
で
一
般

に
も
開
放
。「
奥
入
瀬
渓
流
沿
い
に
あ
る

唯
一
の
ホ
テ
ル
と
し
て
場
所
を
保
全
し
、

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち

だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
地
域
と

連
携
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
星
野
リ
ゾ
ー
ト

　奥
入
瀬
渓

流
ホ
テ
ル

　高
橋
伶
央
さ
ん
。
以
下
同
）。

奥
入
瀬
渓
流
は
歩
い
て
楽
し
む
と
こ
ろ
と

い
う
の
が
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

が
、
同
ホ
テ
ル
で
は
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
で

楽
し
み
方
を
提
案
。
オ
ー
プ
ン
バ
ス
ツ
ア

ー
も
そ
の
１
つ
だ
。「
青
森
県
の
観
光
と

い
え
ば
、春
は
弘
前
の
桜
、夏
は
ね
ぶ
た
、

秋
は
奥
入
瀬
の
紅
葉
が
定
番
。
冬
は
気
温

と
共
に
観
光
も
冷
え
込
む
時
期
で
、
そ
こ

が
課
題
で
し
た
」。
２
０
０
8
年
か
ら
２
０

１
６
年
ま
で
冬
季
は
休
業
。
２
０
１
７
年
に

な
り
、
冬
の
奥
入
瀬
の
目
玉
と
な
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
と
も
に
冬
季
の
営
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
そ
れ
が
そ
の
後
も
毎
冬

人
気
と
な
る
、
奥
入
瀬
渓
流
の
氷
瀑
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
だ
。
夜
の
氷
瀑
を
美

し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
見
せ
た
い
。
し

か
し
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区
の
た
め
、

照
明
機
材
等
の
設
置
は
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
奥
入
瀬
渓
流
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
だ
実
績
が
あ
り
、
十
和
田
奥
入
瀬

観
光
機
構
の
設
立
準
備
を
進
め
て
い
た
当

時
の
十
和
田
市
観
光
推
進
課
へ
提
案
。
投

光
器
を
積
ん
だ
車
で
実
際
に
照
ら
し
た
風

景
を
見
て
、
こ
の
大
切
な
資
源
を
地
域
共

通
で
使
っ
て
い
こ
う
と
な
っ
た
。

　官
民
の
連
携
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
お

り
、
今
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
天
然
の
資
源

が
豊
富
に
あ
り
、
密
に
な
り
に
く
い
環
境

な
の
で
適
し
て
い
る
と
考
え
、
十
和
田
奥

入
瀬
観
光
機
構
に
話
を
持
ち
か
け
た
。
二

次
交
通
の
課
題
解
消
の
た
め
に
、
航
空
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
に
も
協
議
会

に
参
画
し
て
も
ら
い
、
10
年
後
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
聖
地
と
し
て
残
れ
る
よ
う
に

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
る
最
中

だ
。「
春
の
青
森
に
行
く
な
ら
弘
前
の
桜

も
見
た
い
と
思
う
よ
う
に
、
青
森
に
行
く

な
ら
季
節
を
問
わ
ず
奥
入
瀬
へ
行
き
た

い
。
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
観
光
地
作
り

は
、地
域
の
連
携
あ
っ
て
こ
そ
で
す
」。

　通
年
楽
し
め
る
温
泉
地
と
な
っ
た
奥
入

瀬
渓
流
温
泉
。
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
温

泉
と
し
て
、「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」で
も
前
回
の
27
位
か
ら
16
位

へ
と
大
躍
進
を
見
せ
て
い
る
。

苔さんぽ
苔の聖地でもある奥入
瀬渓流。300種類以上
の苔が生息する国内で
も珍しいエリア。ルーペ
で観察し触って楽しむ

「苔さんぽ｣は2時間半
で、約1kmほどしか進ま
ない。気軽に参加でき
るネイチャーツアーとし
て女性にも人気が高い。星野リゾート　奥入瀬渓
流ホテルのツアーではおいけん（奥入瀬自然観光資
源研究会）もガイドを務める。4月〜11月開催

名称変更までの舞台ウラ
名称変更に取り組んだ市職員
は、昨年設立した地域DMO十
和田奥入瀬観光機構事務局長
山本隆一さん。慣れ親しんだ

「十和田湖」からの名称変更に
ついて地域の理解を得ること
が難航したため、まずは観光関
係者で組織する「奥入瀬温泉
活性化協議会｣を立ち上げた。
協議会であれば「奥入瀬｣の冠
をつけても問題ないからだ。協
議会では東北きっての景勝地
に恵まれた地の利を生かし、そ
の観光拠点としてブランドイメ
ージを売り込むために「ゲート
タウン奥入瀬プロジェクト」を
展開。その後、奥入瀬の名が付
いた取り組みが拡大し、地域の
理解へと繋がった。

上／幅30ｍ、長さ60ｍ
の斜面に植えられた約7
万2000株の芝桜が、春
の奥入瀬渓流温泉スキ
ー場を彩った
右／改名にあわせて、街
中にあるアーチ看板もデ
ザインを一新

奥入瀬渓流の氷瀑の
ライトアップツアー
一般の参加者は十和田
市が用意するバスに乗
車し、星野リゾート  奥入
瀬渓流ホテルでは宿泊
者専用バスを用意。照明
車とともに14kmに点在する氷瀑や氷柱を巡回。ネイ
チャーガイドの解説付き。冬季の観光資源の創出な
どが評価され、2018年　グッドデザイン賞受賞、
2020年度　第６回ジャパンツーリズムアワード入賞

渓流オープン
バスツアー
奥入瀬渓流沿いを走行
し、森のトンネルを抜け
る爽快感や、３ｍの高さ
から渓流の絶景を楽し
むことができる
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水
も
加
温
も
し
な
い
た
め
、
露
天
風
呂
を

厳
冬
期
に
も
適
温
で
維
持
で
き
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
浴
槽
は
現
状
の
広
さ
や
数

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」。
源
泉
は
9
本
。

そ
れ
を
昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
方
法
で
、
動
力

で
汲
み
上
げ
る
こ
と
な
く
落
差
を
利
用
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
へ
と
引
湯
し
て
い
る
。

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
中
に
あ
り
、
バ
ブ

ル
期
の
開
発
か
ら
幸
い
に
も
取
り
残
さ
れ

た
風
情
あ
る
温
泉
地
だ
。

　源
泉
１
０
０
％
か
け
流
し
の
温
泉
地
は

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
高
湯
温
泉
で

は
、
２
０
１
３
年
に
実
証
実
験
を
行
い
、

科
学
的
か
つ
医
学
的
に
、
そ
の
効
能
を
掘

り
下
げ
る
試
み
を
行
っ
た
。
す
で
に
知
ら

れ
た
山
間
の
温
泉
地
で
あ
っ
た
が
な
ぜ
か
。

 

「
東
日
本
大
震
災
の
後
、
風
評
被
害
と
い

う
こ
と
も
あ
り
宿
泊
客
が
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
宿
の

主
人
た
ち
で
集
ま
り
、
温
泉
力
を
し
っ
か

り
と
伝
え
て
い
こ
う
と
な
っ
た
の
で
す
。

温
泉
が
体
に
効
く
と
い
う
こ
と
は
自
分
た

ち
の
経
験
か
ら
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
科

学
的
、
医
学
的
な
証
明
を
す
る
こ
と
で
、

差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」。

　計
46
名
の
モ
ニ
タ
ー
を
、
高
湯
温
泉
に

3
泊
4
日
し
た
場
合
と
、
週
に
2
日
ず
つ

2
カ
月
間
通
っ
た
場
合
に
分
け
、
入
浴
前

と
入
浴
後
に
血
液
を
採
取
。
東
京
女
子
医

科
大
学
に
検
査
を
依
頼
し
、
そ
の
検
証
結

果
を
冊
子
に
ま
と
め
た
。
冊
子
は
現
地
で

 

「
実
際
に
訪
れ
て
納
得
し
て
も
ら
え
る
。

満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
評
価
さ
れ
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
望
む
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

す
」（
高
湯
温
泉
観
光
協
会

　永
山
博
昭

さ
ん
。
以
下
同
）。
高
湯
温
泉
地
区

内
に
は
宿
泊
施
設
７
軒
と
共
同
浴
場

が
1
軒
。
吾
妻
連
峰
に
抱
か
れ
た
自

然
の
中
の
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
高
速
道
路
の
I
C
か
ら
は
20
分
と
い

う
実
は
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
地
に
あ
る
。

2
0
1
0
年
に
は
地
域
を
挙
げ
て
「
源
泉

か
け
流
し
宣
言
」を
実
施
。

 

「
宿
泊
施
設
と
共
同
浴
場
を
合
わ
せ
る
と

全
部
で
53
の
温
泉
浴
槽
が
あ
り
ま
す
。
加

て
い
ま
せ
ん
。
温
泉
の
よ
さ
を
体
感
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
と
に
か
く
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
ほ
し
い
。
観
光
地
は
時
代
に
合
わ

せ
て
変
わ
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
か
と
思

最
近
1
年
間
に
訪
れ
た
人
の
多
く
が
「
満
足
し
た
」と
感
じ
、1
位
に
輝
い
た
２
つ
の
温
泉
地
。

カ
ス
タ
マ
ー
が
高
い
満
足
感
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
は
？
ま
ず
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
は
？ 

こ
れ
一
本
で
も
て
な
す
と
い
う
「
温
泉
力
」に
特
化
し
た
２
つ
の
事
例
を
紹
介
。

28Pに及ぶ「高湯温泉録｣。実証
事業調査メンバーはモンゴル国立
医科大学の松田忠徳教授、東京
女子医科大学ほか

科
学
的
＆
医
学
的
な
効
果
を

検
証
し
、
温
泉
力
を
ア
ピ
ー
ル

全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

総
合
部
門

高
湯
温
泉

位
1

高湯温泉

福島県

玉子湯の女性用露天風呂。引湯の様子がわかる

ただ1軒の共同浴場「あったか湯｣は２０
０３年にオープン。硫黄ガス濃度が高い
ため、風呂は露天。高湯温泉の宿は日
帰り入浴もあるが、浴槽はそれほど大き
な造りではないところが多く、宿泊客優
先になるチェックイン時間以降に立ち
寄れる施設が必要だったという

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」ト
ッ
プ
の
温
泉
地
に
は
共
通
点
多
し

温
泉
力
一
本
で
勝
負
す
る

高
湯
温
泉（
福
島
県
）と
長
湯
温
泉（
大
分
県
）

宿泊の御朱印帳で
ファン作りも
リピーターのために宿泊湯めぐりの御
朱印帳がある。15個貯めて（15泊分）オ
リジナルの袢纏を手に入れた人が、50
人以上いるという。

も
手
に
入
れ
ら
れ
る
他
、
宿
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
求
め
る
人
に
も
同
封
し
て
送
付
。

さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
と
し
て
高
湯
温

泉
観
光
協
会
H
P
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
な
り
、

H
P
へ
訪
れ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
温
泉

に
詳
し
い
と
言
え
ば
以
前
は
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
イ
メ
ー
ジ
。
で
も
今
は
一
般
の
人
で
も

温
泉
を
深
掘
り
す
る
な
ど
、
詳
し
い
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
だ
わ

り
の
温
泉
を
自
分
で
見
つ
け
た
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
で
す
」。

　高
湯
温
泉
観
光
協
会
の
H
P
は
、
温
泉

に
対
し
て
の
こ
だ
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
四

季
折
々
の
写
真
も
美
し
く
、
訪
れ
て
み
た

く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
あ
ふ
れ
た
作
り

と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
以
前
は
春
で
あ

れ
ば
近
隣
の
花
の
名
所
が
観
光
の
目
的
地

だ
っ
た
が
、
今
で
は
高
湯
温
泉
そ
の
も
の

を
目
的
地
に
訪
れ
て
い
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

 

「
こ
こ
で
は
今
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
っ
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て
い
ま
せ
ん
。
温
泉
の
よ
さ
を
体
感
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
と
に
か
く
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
ほ
し
い
。
観
光
地
は
時
代
に
合
わ

せ
て
変
わ
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
は
あ
り
の
ま
ま
の
温
泉
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く
。
地
域
の
目
指
し
て

い
る
こ
と
を
常
に
確
認
し
合
い
な
が
ら
、

進
ん
で
い
っ
て
い
ま
す
」。

　世
界
屈
指
の
炭
酸
泉
で
知
ら
れ
る
長
湯

温
泉
。
最
近
で
は
そ
の
効
能
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
「
長
湯
温
泉
は
ど
こ
の
湯
で

も
源
泉
か
け
流
し
な
の
で
、
炭
酸
泉
に
入

っ
て
満
足
し
た
と
体
感
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
い
か
に
し
て

そ
の
温
泉
の
良
さ
を
広
め
て
い
く
か
。

温
泉
し
か
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ

れ
は
時
間
が
か
か
る
地
道
な
作
業
で

す
」（
長
湯
温
泉
旅
館
組
合

　丸
長

旅
館

　伊
東
義
文
さ
ん
。
以
下
同
）。
大

分
空
港
か
ら
車
で
約
２
時
間
。
歓
楽
的
な

も
の
は
な
い
温
泉
地
。
集
客
の
た
め
に
屋

台
な
ど
を
出
し
た
こ
と
も
あ
る
が
定
着
は

し
な
か
っ
た
と
い
う
。
東
京
か
ら
訪
れ
る

人
は
由
布
院
に
泊
ま
り
、
長
湯
で
入
浴
し

て
、
次
は
黒
川
に
１
泊
と
い
う
パ
タ
ー
ン
。

そ
こ
を
何
と
か
長
湯
に
ス
テ
イ
さ
せ
た
い
。

10
人
訪
れ
て
、
そ
の
う
ち
の
１
人
か
２
人

で
も
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
…
。

そ
こ
で
原
点
に
返
り
、
観
光
地
化
を
す
る

よ
り
も
、
効
能
を
前
面
に
出
し
て
温
泉
地

と
し
て
生
き
て
い
く
道
を
選
ぶ
こ
と
に
す

る
。
そ
れ
が
未
病
を
予
防
す
る
た
め
の
竹

田
式
湯
治
「
温
泉
療
養
保
健
制
度
」
へ
と

繋
が
っ
て
い
く
。「
竹
田
市
が
行
っ
て
い

る
こ
の
制
度
は
、
温
泉
施
設
に
３
泊
以
上

す
る
と
、
１
泊
に
付
き
５
０
０
円
を
還
付

す
る
な
ど
、
気
軽
に
湯
治
体
験
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。
長
湯
温
泉
旅
館
組
合
で
は
、

入
湯
税
を
こ
の
原
資
に
使
っ
て
制
度
を
実

現
し
て
欲
し
い
と
要
請
を
出
し
ま
し
た
。

予
防
医
療
×
観
光
振
興
を
目
指
し
た
の
で

す
」。
40
〜
50
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定

し
て
い
る
が
、
20
〜
30
代
の
若
い
人
も
増

え
て
い
る
と
感
じ
る
と
の
こ
と
。
湯
治
と

言
っ
て
も
自
炊
で
は
な
く
、
旅
館
や
朝
食

付
き
の
宿
に
滞
在
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　団
体
旅
行
全
盛
期
に
は
宴
会
場
や
露
天

風
呂
を
備
え
た
大
型
の
宿
が
な
い
こ
と
か

ら
主
流
に
乗
れ
ず
、
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ

か
ら
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
に
も
乗

れ
ず
。「
春
節
の
時
期
に
、
他
の
温
泉
地
の

よ
う
な
思
い
を
し
て
み
た
い
と
み
ん
な
で

話
し
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
で
も
今
と
な
れ

ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。
温
泉
に
対
す
る
考

え
方
が
、
健
康
に
対
す
る
考
え
方
と
同
じ

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
炭
酸
泉
の

入
浴
や
飲
用
で
の
研
究
成
果
も
出
て
い
ま

す
し
、
長
湯
温
泉
の
泉
質
の
よ
さ
が
、
今

の
時
代
に
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」。

両
温
泉
と
も
、
高
い
満
足
度
の

獲
得
は
地
域
の
協
同
あ
っ
て
こ
そ

　
　

　こ
の
2
つ
の
温
泉
地
を
訪
れ
た
人
の
満

足
度
の
高
さ
は
、
地
域
が
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
温
泉
地
作
り
を
進
め
、
そ
れ
が

評
価
さ
れ
た
が
ゆ
え
。
山
間
部
で
温
泉
以

外
に
何
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
唯
一
の
資

源
を
生
か
し
き
り
、
訪
れ
た
人
を
魅
了
す

る
。
両
温
泉
地
と
も
、
健
康
志
向
が
上
昇

す
る
中
で
、
原
点
に
返
り
な
が
ら
ト
レ
ン

ド
も
捉
え
た
戦
略
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

予
防
医
療
×
観
光
振
興 

時
間
を
か
け
て
湯
治
を
推
進

全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

秘
湯
部
門

位

長
湯
温
泉

1

長湯温泉

大分県

国の「温泉利用型健康増進施設｣の適用も受けている長湯温泉。
写真の「クアパーク長湯｣他を利用。50ｍの歩行浴などがある

まとめ

上／山間にあり、まだまだ若い人たちに知ら
れていないという長湯温泉。川沿いにベン
チを置いたり、お散歩MAPを作ったり、過ご
しやすい工夫を少しずつ進めている
左／炭酸泉のイメージとしてよく見かける
が、泡が付くのは35℃ぐらいまで。35℃〜
40℃になると、成分は同じだが炭酸が溶け
込んで泡が見えなくなってしまう

ここだけのドイツワインに
出会える楽しみも
同じ炭酸泉の街として、30年ほ
ど前に姉妹都市の提携を結ん
だドイツのバートクロツィンゲ
ン。ここには旧直入郡直入町
（現竹田市直入町）専用のワイ
ン畑があり、町専用ワイン「フ
ロイントシャフト｣（ドイツ語で
「友情｣）を醸造。宿の食事でも
提供しているが購入できるのは
現在も竹田市内のみ。長湯温
泉地の名物となっている。ワイ
ンのみならず、バートクロツィン
ゲンとは中学生の相互ホーム
ステイも続いている。
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６
年
ぐ
ら
い
か
ら
急
上
昇
し
、
２
０

１
８
年
に
は
人
口
の
4
割
程
度
ま

で
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状

況
の
中
で
、
日
常
を
動
画
で
撮
影
し

て
日
記
形
式
で
上
げ
る
ブ
ロ
グ
の

動
画
版
と
い
う
こ
と
でV

id
eo 

B
log

＝ V
log

が
数
年
前
か
ら
海

外
で
登
場
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
２

０
１
８
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
検
索
し

て
も
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
後
急
激
に
上
が
っ
て
き
ま
す
。
２
０

１
９
年
か
ら
本
格
的
にV

log

と
い
う
言

葉
が
浸
透
し
始
め
、
そ
れ
以
降
「V

log

」

と
書
い
て
投
稿
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
非

常
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

―
動
画
投
稿
と
い
え
ばY

ouT
ube

が

有
名
で
す
が
、Vlo

g

は
ど
の
よ
う
な
違

い
が
あ
る
の
で
す
か
？
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

はY
ouT

ube

は
企
画
物
系
で
、Vlog

の

方
は
ブ
ロ
グ
の
動
画
版
と
い
う
こ
と
で
静

か
な
イ
メ
ー
ジ
、オ
チ
な
ど
起
承
転
結
も

必
要
な
い
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
す
が
。

　
V

log

は
音
と
映
像
で
き
れ
い
に
繋
ぎ

つ
つ
、
日
記
的
な
要
素
と
し
て
コ
メ
ン
ト

も
入
れ
な
が
ら
構
成
し
て
い
る
も
の
が
多

い
で
す
ね
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、
シ
ネ

マ
テ
ィ
ッ
ク
系
、
旅
系
、
レ
ビ
ュ
ー
系
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
系
な
ど
色
々
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
ル
ー
テ
ィ
ン
系

も
人
気
で
す
。

―
ル
ー
テ
ィ
ン
系
！
会
社
等
に
行
く
前

動
画
の
新
し
い
ト
レ
ン
ド

「V
lo

g

」が

Y
o

uTu
b

e

と
違
う
点
は
？

―
動
画
を
検
索
し
て
い
て
「V

log

」と

い
う
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
が
、そ
の
名
も
「V

LO
G

C
A

M

」と

い
う
カ
メ
ラ
も
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
台
頭
で
専
用
機
が
縮
小
傾

向
に
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、そ
の
中
で
も

需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

V
log

は
今
、ど
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
の
で
す
か
？

　あ
ら
ゆ
る
人
が
投
稿
で
き
る
時
代
に
な

り
、
動
画
を
取
り
巻
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非

常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
動
画
を
投
稿
し

た
こ
と
の
あ
る
人
の
比※

率
は
、
ア
メ
リ
カ

で
は
２
０
１
８
年
時
点
で
人
口
の
約
4
割
、

２
０
０
５
年
あ
た
り
か
ら
右
肩
上
が
り
で

上
昇
し
て
い
る
感
じ
で
す
。
日
本
で
は
10

年
ほ
ど
前
ま
で
は
１
割
に
満
た
な
い
程
度

で
し
た
が
徐
々
に
上
が
り
始
め
、
２
０
１

と
後
の
日
課
を
時
間
で
追
う
「
モ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
テ
ィ
ン
」や
「
ナ
イ
ト
ル
ー
テ
ィ

ン
」、他
に
は
部
屋
の
中
を
隅
々
ま
で
紹
介

す
る
「
ル
ー
ム
ツ
ア
ー
」ま
で
あ
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
有
名
人
で
は
な
く
、ま
っ
た
く
知

ら
な
い
人
の
日
常
生
活
な
の
に
コ
ン
テ
ン

ツ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
で
も
気
が
付

い
た
ら
見
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
。

　そ
う
で
す
ね
、
大
体
1
～
2
年
ぐ
ら
い

前
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
有
名
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
が
発
信
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
で

す
が
、
最
近
で
は
再
生
回
数
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
趣
味
で
き
れ
い
な
映
像
を
作
る
人
が

増
え
て
き
て
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、V

log

は
明
確
な
定
義

が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
人
に

よ
っ
て
色
々
な
使
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

Y
ou

T
u

b
e

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
名
前
な
の
で
、
そ
れ
を

活
用
し
て
い
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ

Y
ou

T
u

b
er

、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
に

な
る
。
そ
れ
に
対
し
てV

log

は
プ
ラ
ッ

イラスト／畦原雄治　

デジタルイメージングビジネス部でデジタルカメラの国
内のマーケティング戦略企画立案をし、｢VLOGCAM｣
のマーケティングも担当。｢ソニーのカメラによるVlog
文化の醸成のため貢献を目指しています｣。
ソニー「VLOGCAM ZV-1」
動画に特化したデジタルカメラ。屋外撮影での風切り
音を減らす｢ウィンドスクリーン｣、｢背景ボケ切り替え｣
ほか、Vlog撮影に欠かせない機能を多数搭載。
2020年6月19日発売。

ソニーマーケティング
株式会社
デジタルカメラ
マーケティング担当
今井信祐さん 

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

 IT業界を中心とした技術開発は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで “詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
 JRC流に解説。観光業界への影響を考察していこう。

Ｖｌｏｇ（ブイログ）

5

｢家庭内でのテレビのチャンネル争い｣が遥か昔に感じられるほど、
動画を楽しむ環境が多彩になっている今日この頃。その中で目にする機会が
多くなった言葉が｢Ｖｌｏｇ｣。この新たなジャンルの動画のために、
昨年はその名を冠した商品まで登場。盛り上がりの背景を解説する。

※ ソニー調べ

Vlogger向けカメラは
言葉の勢いとマッチした
こともヒットの秘密？

ソニーが昨年6月に発売し、Vlogger
をターゲットにしていることが名前か
らもすぐにわかる「VLOGCAM ZV-1」。
｢カメラのコンセプトを伝えるために、
まだ聞き慣れない『Vlog』という言
葉を立たせるべく様々な露出を仕掛
けていきました｣（今井さん）。結果と
して、Vlog用のカメラとして大ヒット
商品となった。勢いのある新たな言
葉の響きと一緒に売り出すのも、重
要な戦略のひとつと実感できる。  
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ト
フ
ォ
ー
ム
は
関
係
な
く
、
動
画
の
映
像

ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
位
置
付
け
に
な
る
の
で
、

V

ブ

イ

ロ

ガ

ー

log
g

er

と
名
乗
る
人
も
い
れ
ば
、

Y
ou

T
u

b
er

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
が

自
分
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
１
つ
と
し
て

V
log

を
上
げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

V
log

自
体
が
新
し
い
ワ
ー
ド
だ
っ
た
の

で
、｢V

log
g

er

っ
て
何
？｣

と
注
目
を

集
め
る
と
こ
ろ
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し

て
成
功
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

V
lo
g

を
発
信
す
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
人
々
が
多
い
の
か
？

―
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち

がV
log

を
発
信
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　年
齢
比
率
で
見
る
と
若
い
人
た
ち
が
圧

倒
的
に
多
く
、
20
代
が
５
割
、
30
代
ま
で

入
れ
る
と
８
割
近
く
に
な
り
ま
す
。
映
像

制
作
を
始
め
た
期
間
は
３
〜
４
年
が

７
割
ぐ
ら
い
、
５
年
未
満
だ
と
８
割

ぐ
ら
い
。
有
名
なV

logger

の
方
で

もV
log

投
稿
を
始
め
て
２
〜
３
年
の

方
が
多
い
と
い
う
印
象
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
い
わ
ゆ
る
映
像
制
作
の
プ
ロ

と
し
て
の
下
積
み
期
間
等
と
比
較
し

て
も
、
動
画
投
稿
の
新
し
い
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
か
な
り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
昨
年
か
ら
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
時

間
が
増
え
て
、動
画
を
観
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。

　動
画
の
視
聴
時
間
が
伸
び
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
家
の
中
で

で
き
る
趣
味
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
投
稿

を
し
て
み
よ
う
と
始
め
た
人
も
多
く
、
観

る
人
も
投
稿
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

作
り
手
と
し
て
は
、
T
V
や
映
画
に
携
わ

る
昔
な
が
ら
の
プ
ロ
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ビ
デ
オ
や
W
E
B
広
告
を
作
る
新
し
い
世

代
の
プ
ロ
の
他
に
、
動
画
と
い
う
コ
ン
テ

ン
ツ
を
使
っ
て
フ
ァ
ン
と
の
繋
が
り
を
求

め
る
人
た
ち
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
動
画
ユ
ー
ザ
ー
は｢

機
械
音
痴
だ
け

ど
簡
単
に
き
れ
い
に
撮
り
た
い｣

と
考
え
て

い
る
。
写
真
ユ
ー
ザ
ー
だ
と
カ
メ
ラ
が
趣

味
で
性
能
を
語
れ
る
人
が
多
か
っ
た
り
す

る
の
で
す
が
、
動
画
の
場
合
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の
で
知
識
を
そ
れ

ほ
ど
は
求
め
て
い
な
い
と
い
う
の
が
特
徴

で
す
。
そ
こ
でV

L
O

G
C

A
M

は
、
風
切

り
音
が
消
せ
る
、
逆
光
で
も
顔
に
フ
ォ
ー

カ
ス
が
合
う
な
ど
、
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
機
能
を
簡
単
に
使
え
る
こ
と
を
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

V
log

の
、効
果
的
な
活
用
法
と
は
？

―
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
を
紹
介
し

て
い
るV

log

も
あ
り
ま
し
た
。

　

V
log

は
、
映
像
を
作
り
込
ん
で
企
画

し
て
、
起
承
転
結
み
た
い
な
形
に
仕
上
げ

る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
気
張
ら
な
く
て
も

い
い
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
に
行
っ
て
、

そ
の
一
部
をV

log

と
し
て
ア
ッ
プ
し
て

も
い
い
気
軽
さ
が
あ
る
の
で
旅
行
な
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
と
は
す
ご
く
相
性
の
い
い
コ
ン

テ
ン
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
一
般
の
ユ
ー
ザ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
施
設
の
人
が
そ

の
宿
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
知
っ
て
欲

し
い
時
に
使
う
と
い
う
の
も
い
い
で
す
ね
。

ス
タ
ッ
フ
の
人
が
宿
の
中
を
回
っ
て
、

「
今
日
は
こ
の
お
部
屋
をV

log

形
式
で
紹

介
し
ま
す｣

と
い
う
の
は
新
し
い
提
案
だ

と
思
い
ま
す
。
宿
の
H
P
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
は
、
き
れ
い
に
撮
ら
れ
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
用
の
動
画
。V

log

で
は
映
像

の
ク
オ
リ
テ
ィ
と
し
て
は
一
段
下
が
っ
て

た
と
し
て
も
、
レ
ポ
ー
ト
形
式
で
紹
介
す

る
こ
と
で
“
生
っ
ぽ
さ
”み
た
い
な
も
の

が
加
わ
り
、
ま
た
違
う
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
る
気
が
し
ま
す
。

―
調
理
場
で
市
場
か
ら
入
っ
て
き
た

素
材
を
見
せ
て
、「
今
月
は
こ
ん
な
料
理

作
り
ま
す
」と
か
言
わ
れ
た
ら
、食
べ
に

行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
ジ
ュ
ッ
と
焼

い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
り
。
な
ん
だ

か
旅
番
組
み
た
い
で
す
ね
。

　旅
番
組
み
た
い
だ
け
ど
料
理
し
た
そ
の

瞬
間
を
撮
っ
て
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
な
の
で
、

気
楽
に
作
れ
、
か
つ
、
作
り
込
ま
れ
て
い

な
い
臨
場
感
、
リ
ア
ル
感
を
出
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
庭
園
の

様
子
や
、
宿
の
中
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
を
紹
介
し
た
り
。
手
ぶ
れ
補
正
は
す
る

け
れ
ど
、
手
持
ち
で
撮
影
す
る
こ
と
に
よ

る
、
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
て
い
る
ぐ
ら
い
の
映

像
の
方
が 

“
行
っ
た
感
”が
出
る
の
で
、そ

う
い
う
使
い
方
を
し
て
い
るV

log
g

er

も
多
い
で
す
ね
。

―
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
宿
泊
施

設
や
観
光
地
で
も
、親
近
感
を
持
っ
て
も

ら
え
そ
う
で
す
ね
。

□動画投稿のジャンルの１つ。
ブログの動画版Video Blog
のこと。

□海外発で数年前から登場。投
稿経験者数が右肩上がり中。

□ジャンルは旅行、ライフスタイ
ル、ルーティンほか多数。

□YouTuberやインスタグラマ
ーがVlogとして投稿すること
もある。

Vlogをまとめると

Vlogの人気ジャンルの１つ｢ルームツアー｣。引き出しの中な
どを見せて、収納術を紹介することも
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見
た
こ
と
が
な
い
も
の
、

無
防
備
な
美
し
さ
を
撮
り
た
い

　
テ
レ
ビ
東
京
に『
家
、
つ
い
て
行
っ
て

イ
イ
で
す
か
？
』と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ

が
あ
る
。街
で
取
材
陣
が
一
般
人
に
声
を

か
け
て
家
ま
で
同
行
し
、
そ
こ
で
話
を

聞
く
と
い
う
番
組
だ
。Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
登
場
す

る
の
は
ご
く
普
通
の
人
と
取
材
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
あ
り
、
舞
台
も
ご
く
普
通
の

住
居
。そ
ん
な
中
、
自
宅
だ
か
ら
こ
そ
出

る
独
白
や
、
家
に
あ
る
モ
ノ
か
ら
広
が

る
会
話
が
な
ん
と
も
言
え
ず
味
わ
い
深

い
。
番
組
を
企
画
し
た
高
橋
氏
の
発
想

は
、ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

 

「
夜
中
に
知
人
の
家
に
行
く
機
会
が
あ

り
、
家
に
い
た
す
っ
ぴ
ん
の
奥
さ
ん
を

見
て
『
美
し
い
な
』と
思
っ
た
ん
で
す
。

き
れ
い
に
お
化
粧
し
た
タ
レ
ン
ト
さ
ん

は
テ
レ
ビ
で
い
っ
ぱ
い
見
る
け
れ
ど
、

そ
れ
と
は
違
う
そ
っ
け
な
い
美
し
さ
と

い
う
ん
で
す
か
ね
。こ
う
い
う
美
し
さ
は

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
な
い
な
、
と
」

　
根
底
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
映
像

化
さ
れ
て
い
る
今
の
時
代
に
あ
っ
て
、

そ
れ
で
も
「
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
」を

撮
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。撮
ら
れ

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
無
防
備
な

も
の
な
ら
一
層
魅
力
的
だ
。そ
し
て
、
着

想
を
よ
り
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ
う

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

企画の原点はごく身近なところにある——『家、ついて行ってイイですか？』をはじめ、
いつも「見たことがない」ものをカメラで追ってきたプロデューサーの視点とは。

ち
ょ
っ
と
し
た
ズ
レ
に
気
づ
く
の
は
、

常
に「
普
通
」を
意
識
し
て
い
る
か
ら
。

そ
し
て
普
通
を
知
る
に
は「
情
報
」よ
り
も

日
常
で
関
わ
る
人
を
よ
く
見
る
こ
と
で
す

写真／佐藤兼永

身
の
回
り
に
潜
む
些
細
な
違
和
感
か
ら

「
見
た
こ
と
が
な
い
」を
切
り
取
る
目

54

テ
レ
ビ
東
京

　制
作
局

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

高
橋 

弘
樹

H
iroki Takahashi
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ドキュメンタリーのほかバラエティ、ドラ
マなど多方面で活躍し、ときにはカメラ
も自分で回す高橋さん。書いた脚本は
約2000ページ、ロケ本数300回以上、
編集500本以上に及ぶ。「予算のバラン
スを敢えて崩す」「人より多くの企画を出
す」「総合力を養う」など、面白い企画を
立てるためのさまざまなノウハウを詰め
込んだ本書は、低予算で企画を立てる大
きなヒントになる。

「低予算でも面白い」の
ヒントが得られる1冊

パッと惹きつけて飽きさせないことを求められ
るテレビ業界の知恵が満載。『1秒でつかむ』
（ダイヤモンド社刊／1980円）

広
げ
た
結
果
、「
化
粧
を
し
て
い
な
い
女

性
」で
は
な
く
「
家
」を
テ
ー
マ
に
し
た
。

さ
ら
に
お
金
の
か
か
る
ス
タ
ジ
オ
収
録

を
省
き
、
限
ら
れ
た
コ
ス
ト
を
取
材
に

集
中
。こ
う
し
て
、
人
の
リ
ア
ル
な
住
ま

い
と
い
う
「
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
」が

作
品
に
な
っ
た
の
だ
。

些
細
な
違
和
感
と
、そ
こ
で
感
じ
た

自
分
の
心
の
動
き
を
見
つ
め
る

　
　
　

　
日
頃
か
ら
、街
ゆ
く
人
、目
に
入
る
も

の
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
。そ
し
て
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
時
間
で
あ
っ
て
も
、
気
に

な
っ
た
人
に
は
声
を
か
け
る
。「
こ
の
間

も
、
近
所
に
ワ
シ
を
肩
に
載
せ
て
歩
い

て
い
る
老
夫
婦
が
い
て
、
思
わ
ず
話
し

か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）」

 

「
肩
に
ワ
シ
」は
か
な
り
目
を
引
き
そ
う

だ
が
、高
橋
さ
ん
の
目
は
、も
っ
と
小
さ

な
違
和
感
に
も
向
け
ら
れ
る
。夜
中
に
外

を
歩
い
て
い
る
人
は
な
ぜ
今
歩
い
て
い

る
の
か
。川
釣
り
で
１
人
だ
け
人
と
は
違

う
中
洲
に
い
る
人
は
な
ぜ
そ
こ
に
い
る

の
か
。「
み
ん
な
何
か
理
由
が
あ
る
ん
で

す
よ
。川
釣
り
の
人
に
話
を
聞
い
て
み
た

ら
、『
い
つ
も
こ
こ
に
遊
び
に
来
る
小
学

生
が
い
る
か
ら
』と
い
う
。
そ
の
方
の
本

当
の
目
的
は
釣
り
で
は
な
く
、
小
学
生

と
遊
ぶ
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」小
さ

な
違
和
感
が
「
ド
ラ
マ
」に
な
る
瞬
間
だ
。

　
些
細
な
ズ
レ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
常
に
「
究
極
の
普
通
」を
意
識

し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

 

「
マ
ス
コ
ミ
の
人
間
に
他
に
は
な
い
ス

キ
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
普
通
を
意
識

す
る
努
力
だ
け
は
も
の
す
ご
く
し
て
い

ま
す
。番
組
を
届
け
る
に
は
、
老
若
男
女
、

所
得
階
層
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
意
識
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。そ
う
い

う
と
き
に
ネ
ッ
ト
の
声
を
見
て
も
、
あ

る
の
は
基
本
的
に
極
端
な
声
ば
か
り
。お

金
を
出
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ー
タ
や
情

報
を
買
う
こ
と
も
で
き
る
け
れ
ど
、
そ

ん
な
こ
と
よ
り
結
局
、
日
常
で
関
わ
る

人
を
よ
く
見
る
こ
と
で
す
」

　
仕
事
仲
間
や
子
供
の
保
育
園
の
先
生
、

電
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
人
々
、
も
ち
ろ

ん
家
族
も
。
高
橋
さ
ん
の
観
察
眼
の
礎

は
、
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ
た
環
境
の
中
に

あ
る
。加
え
て
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
見
つ
け
た
違
和
感
に
対

し
て
自
分
の
心
が
ど
う
動
い
た
か
を
見

つ
め
る
こ
と
だ
。た
と
え
ば
深
夜
に
知
人

宅
で
化
粧
っ
気
の
な
い
女
性
を
見
て
、

違
和
感
と
同
時
に
「
美
し
い
」と
感
じ
た

自
分
の
心
の
動
き
。
そ
れ
が
新
し
い「
企

画
」に
な
っ
て
い
く
。

「
ラ
ッ
キ
ー
パ
ン
チ
で
勝
率
１
割
」

を
目
指
す
と
い
う
戦
い
方

「
テ
レ
ビ
東
京
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
弱
小

ゆ
え
に
失
敗
が
失
敗
と
し
て
捉
え
ら
れ

な
い
と
こ
ろ
。他
の
キ
ー
局
が
視
聴
率
で

テ
レ
東
に
負
け
た
と
な
る
と
大
変
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
僕
ら
は
ラ
ッ
キ
ー
パ

ン
チ
で
10
回
に
１
回
ど
う
勝
つ
か
？
を

考
え
て
い
る
ん
で
す
。負
け
て
当
た
り
前

だ
か
ら
失
敗
が
咎
め
ら
れ
づ
ら
い
。あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
よ
！（
笑
）」

　
個
人
的
な
旅
行
で
も
、「
何
で
も
な

い
」魅
力
を
発
見
す
る
の
が
好
き
だ
。

 

「
離
島
が
好
き
な
ん
で
す
け
ど
今
は
な

か
な
か
行
け
な
い
の
で
、
せ
め
て
島
と

名
の
つ
く
と
こ
ろ
に
行
こ
う
と
先
日
、

城
南
島
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ん
で

す
。品
川
あ
た
り
か
ら
橋
で
つ
な
が
っ
て

い
る
人
工
島
な
ん
で
す
け
ど
、
東
京
な

の
に
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
羽
田
空
港
が
近

い
か
ら
飛
行
機
が
す
ご
く
低
く
、
そ
の

横
を
巨
大
な
船
が
通
っ
て
い
く
…
…
身

近
に
こ
ん
な
場
所
が
と
驚
き
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
何
気
な
い
魅
力
は
全
国
に
数

多
く
あ
る
。
そ
の
発
信
の
コ
ツ
を
聞
く

と
、
高
橋
さ
ん
は
笑
っ
て「
僕
に
発
注
し

て
く
だ
さ
い
！
」と
答
え
た
。

 

「
面
白
い
も
の
を
作
り
た
か
っ
た
ら
人

任
せ
で
な
く
、
自
分
が
本
当
に
面
白
い

と
思
っ
た
人
に
頼
む
べ
き
。僕
な
ら
そ
ん

な
に
高
く
な
い
は
ず
で
す
よ
（
笑
）」
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1981年東京都生まれ。テレビ東京で長年ドキュメン
タリー、バラエティ制作に携わる。現在は新規企画を
中心に手掛け、昨年12月の『撮影の、一切ないドラマ　
蛭子さん殺人事件』が話題となった
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　ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
『
鬼

滅
の
刃
』
フ
ァ
ン
の
間
で
囁
か
れ
る

「
舞
台
の
一
つ
は
箱
根
!?
」説
。
物
語
の

主
人
公
と
そ
の
妹
の
衣
装
の
柄
が
箱
根

寄
木
細
工
で
よ
く
使
わ
れ
る
市
松
模
様
、

麻
の
葉
模
様
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

「
刀
鍛
冶
の
里
」
で
主
人
公
を
鍛
え
る

指
導
者
が
操
る
絡
繰
人
形
に
つ
い
て

「
寄
木
細
工
の
秘
密
箱
の
仕
組
み
と
同

じ
」と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
刀

鍛
冶
の
里
」は
箱
根
寄
木
細
工
発
祥
の

地
、
畑
宿
で
は
と
注
目
さ
れ
、
聖
地
巡

礼
の
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　箱
根
寄
木
細
工
の
歴
史
に
は
諸
説
あ

る
が
、
江
戸
時
代
後
期
、
徳
川
家
康
公

の
居
城
や
公
が
眠
る
久
能
山
東
照
宮
な

ど
の
造
営
な
ど
で
培
わ
れ
た
技
術
が
箱

根
の
畑
宿
に
も
た
ら
さ
れ
、「
寄
木
細

工
」が
誕
生
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
が
江
戸
に

向
か
う
際
に
立
ち
寄
っ
た
畑
宿
で
、
木

工
細
工
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
と

の
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
伝

統
の
中
に
モ
ダ
ン
さ
を
感
じ
さ
せ
る
美

術
工
芸
品
と
し
て
昇
華
し
、
1
9
8
4

年
に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
。
畑

宿
に
あ
る
「
畑
宿
寄
木
会
館
」
や
箱
根

湯
本
の
「
本
間
寄
木
美
術
館
」
な
ど
で

は
、
工
芸
士
の
手
ほ
ど
き
に
よ
り
コ
ー

ス
タ
ー
な
ど
を
作
る
製
作
体
験
を
実
施

し
、
箱
根
寄
木
細
工
の
技
術
と
魅
力
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
０
８
年
に
は
「
魅
力
あ
る
日
本
の

お
み
や
げ
コ
ン
テ
ス
ト
」で
本
間
木
工

所
の
作
品
が
イ
ギ
リ
ス
賞
を
受
賞
。
海

外
か
ら
の
旅
行
者
の
口
コ
ミ
で
広
ま
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
箱
根
寄
木
細
工

を
扱
う
通
販
サ
イ
ト
に
は
、
海
外
か
ら

の
注
文
も
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

　箱
根
寄
木
細
工
に
は
、
子
供
で
も
挑

戦
し
や
す
い
数
回
か
ら
、
多
い
も
の
で

は
１
０
０
を
超
え
る
仕
掛
け
を
施
し
た

「
秘
密
箱
」
と
呼
ば
れ
る
木
箱
が
あ
る

こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
仕

掛
け
が
公
開
さ
れ
る
機
会
は
あ
ま
り
な

い
が
、「
こ
こ
を
少
し
手
前
に
引
い
て
、

こ
ち
ら
を
動
か
せ
ば
？
」な
ど
の
謎
解

き
の
末
、
よ
う
や
く
開
く
ま
で
の
時
間

を
楽
し
む
の
も
「
秘
密
箱
」
の
魅
力
の

一
つ
。
秘
密
は
秘
密
の
ま
ま
に
、
が
正

解
だ
ろ
う
。

ぐい呑（手前右）、コースターに
のせたコマ（手前中央）は無垢作
りの寄木。手前左は、麻の葉模
様を三角形に寄せた種木。写真
奥は、様々な色や形を複雑に配
された乱寄木の重箱。日常使い
の小品から、美術工芸品として、
変化に富み動きのある意匠を鑑
賞して楽しむ作品まで、様々な楽
しみ方ができるのも箱根寄木細
工の醍醐味だ

撮影協力：本間寄木美術館
〒250-0311  神奈川県足柄下郡箱根町湯本84
☎0460-85-5646　
https://www.yoseki-museum.com/

箱根町：人口1万829人（2021年1月1日現在）

※『鬼滅の刃』は集英社の商標です。

幾何学模様の種板を鉋（かんな）で削
り、薄い板状の「ヅク」にする。ヅクを
木箱などに貼り寄木細工が完成する。
異なる柄の連続模様も、種木を組み
合わせて一枚のヅクに削り出している

モ
ザ
イ
ク
柄
の
美
し
さ
の
中
に

遊
び
心
も
秘
め
る
箱
根
寄
木
細
工

神
奈
川
県
箱
根
町

麻
の
葉
、
市
松
な
ど
の
伝
統
柄
を
組
み
合
わ
せ

レ
ト
ロ
に
も
モ
ダ
ン
に
も
表
現
さ
れ
る
伝
統
的
木
工
芸
品

様々な有色材で作られた部材を、一つ一つ寄せて
作られた種木（たねぎ）。右奥の円形の作品は、種
木をロクロで挽いて仕上げた香合。平面の模様と
は異なる、動きのある柄が楽しめる
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遊休資産を地域のユニークネスに変えろ！

官民パートナーシップが
生み出す
観光体験の次なる一手
自ら持続可能な農山漁村を
創るための実証実験を開始！
宮城県農政部×ジバ観

農山漁村関係人口
創出プロジェクト
連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のキーワード

フェイクニュース

価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
株式会社RECEPTIONIST 代表取締役CEO

橋本真里子
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
埼玉県
盆栽

着
地
か
ら
考
え
る

新
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
攻
略
法

外
国
人
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た“
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ー
ル
”で

地
域
資
源
を
稼
げ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
需
要
創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
」よ
り

市
町
村
の
取
り
組
み
事
例（
高
岡
市
・
仁
淀
川
町
）
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E-mail  jalan_rc@r.recruit.co.jp

今号は、時代の変化を皆様にお伝
えしたいと考えました。1特では、
コロナ禍で人の価値観はどう変化
し、その変化は、旅行市場に何を
もたらすかを特集しました。これか
らの新しい取り組みを検討する際
に、ぜひ、ご活用いただきたい。
2021年も激動の年になりますが、

「このピンチはチャンスなのでは？」
の発想が、地域を前に進め、結果
として変わろうとする地域の力にな
ると感じています。変わることを恐
れず、地域の未来に必要なことに、
勇気をもって挑戦（チャレンジ）し
てほしいと思います。じゃらんリサ
ーチセンターも、時代の変化を察
知しつつ、観光課題に向き合う調
査・研究を通して力強く、前に進
んでいきます。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250  fax03-5218-1306
新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

特集

危機に負けない地域の条件
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連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説とーりま的ピックアップNEWS月は東に、日は西に今号のキーワードライブコマース

価値と感動を生み出す人にインタビューマエストロの肖像株式会社Dodici CEO ディレクター・デザイナー大河内愛加
From Local世界に誇るまち・むらのしごと
群馬県　
きのこ栽培キット

Part １「じゃらん宿泊旅行調査2020」より2019年度の国内宿泊旅行実態Part ２「新型コロナ感染症による旅行市場への影響調査」より
国内宿泊旅行需要の変化Part ３
感染リスクを踏まえた新たな時代への対策事例

特
集

「
持
続
可
能
な
観
光
」っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？

客
よ
し
、

地
域
よ
し
、

住
民
よ
し
！

「
三
方
よ
し
」の

観
光
地
経
営
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連載

知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に、
日は西に

今号のテー
マ

デジタルト
ランス

フォーメー
ション

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

アンデルセ
ン公園　園

長

細谷順子

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

岐阜県　

酒桝

旅行ロスを埋めるマイクロツーリズム、

想定外のお化け屋敷、

文豪の”缶詰”を体験できる老舗旅館…

3密回避
エンターテ

インメント

新型コロナウイルスで

住まいやオフィスはどう変わる？

最新の研究
や

事例に学ぶ

居住空間の
これから

【
調
査
研
究
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る

旅
行
価
値
観
の
変
化
」よ
り

変
わ
る
？

変
わ
ら
な
い
？

特
集

こ
れ
か
ら
の

旅
の
価
値
観

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2021年3月号

63vol.

【
調
査
研
究
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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調査研究担当 じゃらんリサーチセンター研究員
森戸香奈子
調査と観光マーケティングを専門とす
る。過去の研究に「2030年観光の未来
需要予測」「三方よしの観光地経営」「じ
ゃらん宿泊旅行調査」シリーズなど。

調査実施
期間・方法

2020年7月31日～2020年8月2日に
インターネット調査

調査対象者 2019年4月～2020年3月に国内宿泊旅
行（帰省や出張、修学旅行は除く）をした
全国20歳以上の人

※記事内で使用している数値は「じゃら
ん宿泊旅行調査」による2019年度の国
内宿泊旅行者の性・年代構成とあわせる
ためウェイトバック集計をしたもの

※調査における「旅行」は国内旅行（海外
は除く）を示す

新型コロナウイルス感染症
拡大による旅行価値観の変化

調査名

2
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「新型コロナウイルス感染症拡大による
旅行価値観の変化」より
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連載

知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

VLOG

価値と感動を
生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
テレビ東京制作局 プロデューサー・ディレクター

高橋弘樹

From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
神奈川県　

箱根寄木細工

東日本大震災から
10年を機に考える

VUCA時代に
求められる
観光リスク
マネジメントとは
じゃらん人気温泉地
ランキング2021
奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉、
高湯温泉、長湯温泉…

ランクアップ温泉地に
戦略あり！




